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人
生
で
初
め
て

書
評
を
書
い
た
。

主
観
的
な
感
情
や

自
分
の
体
験
を
記

す
読
書
感
想
文
と

は
ス
タ
ン
ス
が
異

な
り
、
そ
の
本
を

読
ん
で
い
な
い
人
に
向
け
て
、

客
観
的
な
評
価
や
本
の
分
析
を

記
す
の
が
書
評
で
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。
小
説
の
場
合
は
、

ネ
タ
バ
レ
も
禁
忌
で
あ
る
▼
振

り
返
る
と
最
近
書
店
で
書
籍
を

選
ぶ
機
会
は
と
て
も
少
な
く
な

っ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
の
本

と
の
出
会
い
は
、
偶
然
の
よ
う

な
必
然
と
も
言
え
る
か
も
し
れ

な
い
。
著
者
の
経
験
、
思
想
、

時
代
背
景
な
ど
が
凝
縮
さ
れ
た

一
冊
の
本
を
読
む
こ
と
は
、
著

者
の
人
生
と
出
会
う
こ
と
で
あ

り
、
そ
こ
に
彩
を
添
え
て
く
れ

る
の
が
、
書
評
を
書
く
、
と
い

う
行
為
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
の
能
動
的
な
行
動
が
、
読
者

自
身
の
人
生
観
や
価
値
観
を
投

影
す
る
一
種
の
自
己
表
現
と
も

な
り
得
る
。
文
章
化
す
る
こ
と

で
、
自
分
の
思
考
や
感
情
が
整

理
さ
れ
も
す
る
。
そ
の
よ
う
な

点
で
、
書
評
を
書
く
と
は
、
自

分
自
身
と
向
き
合
う
こ
と
に
も

な
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ

た
。
本
と
の
出
会
い
は
、
人
生

の
地
図
に
新
し
い
道
を
作
る
。

そ
し
て
書
評
を
書
く
こ
と
は
、

そ
の
風
景
を
ゆ
っ
く
り
味
わ
い

な
が
ら
、
言
葉
に
し
て
い
く
作

業
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
▼

様
々
な
新
し
い
出
会
い
に
期
待

が
膨
ら
む
春
。
新
し
い
本
と
も

出
会
い
、
知
ら
な
か
っ
た
自
分

自
身
と
の
新
た
な
出
会
い
を
も

表
現
し
よ
う
。
そ
し
て
、
会
員

の
新
し
い
道
の
開
拓
の
為
に

も
、
書
評
を
当
協
会
に
お
寄
せ

い
た
だ
け
る
と
大
変
あ
り
が
た

く
、
紙
面
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
と
考
え
る
。

（
Ｅ
）

田中麻衣子
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弱
い
者
い
じ
め
、
言
語
同
断

弱
い
者
い
じ
め
、
言
語
同
断

医
療
用
資
材
の
入
手
困
難

改
善
求
め
緊
急
要
請

「
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
」
追
加
負
担
に
反
対

「
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
」
追
加
負
担
に
反
対

歯
科
診
療
所
の
一
部
で

医
療
用
手
袋
確
保
困
難
も

医
療
物
資
不
安

目
詰
ま
り
と
価
格
高
騰

の
状
況
に
よ
っ
て
は
「
一
部
の

医
療
資
材
に
影
響
が
及
ぶ
可
能

性
も
否
定
で
き
な
い
」
と
発
言
。

救
急
現
場
か
ら
滅
菌
手
袋
の
不

足
や
、
日
本
医
学
会
等
か
ら
物

資
不
足
の
切
実
な
訴
え
が
届
い

て
い
る
と
説
明
し
た
。

　

価
格
上
昇
に
伴
う
経
営
悪
化

へ
の
懸
念
も
相
次
い
で
い
る
。

　

全
日
病
の
神
野
会
長
は
４
月

１６
日
の
参
院
厚
労
委
員
会
で
価

格
上
昇
に
よ
る
病
院
経
営
の
悪

化
へ
の
懸
念
を
強
く
表
明
。
日

本
透
析
医
会
の
山
川
会
長
も
４

月
１５
日
公
開
の
週
刊
誌
「
女
性

自
身
」
の
取
材
記
事
で
、
医
療

機
器
の
価
格
上
昇
に
よ
る
「
経

済
的
な
締
め
付
け
」
を
懸
念
し

た
。
４
月
１６
日
に
は
全
自
病
の

望
月
会
長
が
、
▽
一
部
の
病
院

で
は
６
月
以
降
、
医
療
用
手
袋

で
５０
％
の
価
格
高
騰
が
見
込
ま

れ
る
、
▽
医
療
用
手
袋
や
衛
生

材
料
の
受
注
制
限
が
あ
る
、
▽

完
全
な
欠
品
で
は
な
く
「
高
く

な
っ
て
も
何
と
か
購
入
で
き
て

い
る
」
状
況
―
と
報
告
し
た
。

　

読
売
新
聞
も
４
月
１５
日
付
の

社
説「
医
療
物
資
の
供
給
／
買

い
占
め
防
止
の
対
策
が
急
務

だ
」
で
医
療
機
関
同
士
で
の
物

資
の
融
通
に
も
言
及
し
、「
医
療

機
関
の
経
営
状
況
へ
の
影
響
も

注
視
し
て
い
き
た
い
」
と
し
た
。

　

医
療
用
手
袋（
グ
ロ
ー
ブ
）
や
透
析
回
路
等
の
〝
供
給
不
安
〟と
〝
価
格
高
騰
〟。

政
府
は「
必
要
量
は
足
り
て
い
る
」、「
流
通
の
目
詰
ま
り
は
起
き
て
い
る
」、「
冷
静

な
対
応
を
」と
呼
び
掛
け
る
一
方
で
、一
部
の
歯
科
診
療
所
な
ど
か
ら「
医
療
用
手

袋
が
発
注
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
」と
不
安
の
声
も
あ
が
る
。何
が
起
き
て
い
る
の
か
。

療
所
で
充
分
な
備
蓄
や
調
達
先

分
散
は
難
し
い
、
▽
感
染
対
策

物
資
の
供
給
不
安
定
は
診
療
に

影
響
を
及
ぼ
す
―
等
と
訴
え
た
。

　

他
方
で
日
医
の
松
本
会
長
は

４
月
１５
日
の
会
見
で
「
直
ち
に

深
刻
な
支
障
が
生
じ
る
状
況
に

は
な
い
」
と
し
た
上
で
、
今
後

　

ま
た
県
に
は
、
事
前
に
医
療

用
資
材
の
備
蓄
状
況
等
を
確

認
。
県
は
国
の
計
画
に
基
づ
き
、

感
染
症
対
策
物
資
と
し
て
非
滅

菌
手
袋
な
ど
５
品
目
を
備
蓄
し

て
い
る
。
目
的
は
異
な
る
が
県

独
自
の
備
蓄
で
あ
り
、
ま
た
こ

れ
ま
で
も
使
用
期
限
切
れ
材
料

を
供
給
し
て
い
る
実
績
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
医
療
機
関
へ
の
供

給
・
放
出
を
検
討
す
る
よ
う
要

請
し
た
。

　

要
請
書
提
出
に
つ
い
て
は
４

月
１２
日
付
の
神
奈
川
新
聞
が
取

り
上
げ
、二
村
副
理
事
長
の「
医

療
用
手
袋
が
発
注
で
き
な
く
な

っ
て
い
る
」
と
の
声
も
紹
介
し

た
。

機
関
に
か
ゝ
れ
な
い
国
民
を
さ

ら
に
い
じ
め
る
事
に
な
る
。
▽

負
担
増
の
中
止
を
求
め
ま
す
。

▽
ア
レ
ル
ギ
ー
薬
５
割
に
さ
れ

た
ら
、
生
活
出
来
ま
せ
ん
。
目

薬
と
吸
入
薬
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の

薬
毎
日
服
用
し
て
い
ま
す
。
▽

私
の
現
役
時
代
、
東
京
都
は
６５

歳
以
上
、
神
奈
川
県
で
も
７０
歳

以
上
の
方
は
医
療
費
は
無
料
で

し
た
。
そ
れ
を
不
公
平
だ
な
ど

と
は
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
今
は
軍
事
費
に
ば

く
大
な
国
税
を
つ
ぎ
込
み
、
そ

の
し
わ
よ
せ
を
、
医
療
費
や
介

護
、
教
育
費
に
ま
わ
し
て
い
ま

す
。
直
ち
に
軍
事
費
の
増
額
を

中
止
し
、
医
療
、
介
護
、
教
育

に
ま
わ
し
て
下
さ
い
。
▽
病
気

で
苦
し
ん
で
い
る
人
達
に
、
更

に
追
い
う
ち
を
か
け
る
薬
の
患

者
負
担
増
!!
病
院
に
通
う
の
を

た
め
ら
わ
せ
る
よ
う
な
政
策

は
、
直
ち
に
や
め
て
下
さ
い
。

▽
国
民
の
い
の
ち
と
健
康
を
守

る
の
が
政
治
の
役
割
。
負
担
増

で
医
療
か
ら
遠
ざ
け
る
改
悪
は

や
め
て
く
だ
さ
い
。

　

３
月
中
旬
よ
り
「
ス
ト
ッ

プ
！
患
者
負
担
増
」
（
Ｏ
Ｔ
Ｃ

類
似
薬
の
追
加
負
担
反
対
）
署

名
の
普
及
が
始
ま
っ
た
。
寄
せ

ら
れ
た
署
名
は
開
始
か
ら
一
カ

月
で
１
千
１
８
９
筆
を
数
え
、

会
員
だ
け
で
な
く
、
当
事
者
で

あ
る
患
者
か
ら
も
続
々
と
不
安

の
声
が
集
ま
っ
て
い
る
。

　

本
署
名
は
５
月
末
日
必
着
を

最
終
締
め
切
り
と
し
、
今
国
会

へ
提
出
を
行
う
。
引
き
続
き
患

者
へ
の
問
題
周
知
と
署
名
取
組

み
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

　

以
下
、
寄
せ
ら
れ
た
声
を
紹

介
す
る
（
一
部
抜
粋
）。

　

▽
病
気
で
、
思
う
よ
う
に
働

け
な
い
人
も
い
る
中
、
医
療
費

の
増
加
は
患
者
さ
ん
の
生
活
を

圧
迫
し
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

▽
こ
ん
な
無
謀
な
追
加
負
担
は

即
座
に
中
止
し
て
く
だ
さ
い
。

弱
い
者
い
じ
め
は
言
語
道
断

だ
。
症
状
を
抱
え
な
が
ら
医
療

　

こ
れ
に
先
立
ち
協
会
は
４
月

９
日
、
原
油
不
足
に
よ
る
医
療

用
資
材
の
不
足
等
に
対
す
る
緊

急
要
請
書
を
、
神
奈
川
県
と
内

閣
府
・
厚
労
省
・
経
産
省
・
財

務
省
宛
て
に
送
付
し
た
。

　

要
請
書
で
は
、
医
療
資
材
等

の
取
引
量
が
少
な
い
医
療
機
関

を
中
心
に
生
じ
て
い
る
供
給
不

安
問
題
に
言
及
。
特
に
外
科
系

や
歯
科
診
療
所
で
は
、
医
療
用

グ
ロ
ー
ブ
の
不
足
は
治
療
に
直

結
す
る
深
刻
な
問
題
と
指
摘
。

　

ま
た
、
製
造
工
程
の
不
備
等

に
よ
り
局
所
麻
酔
剤
や
抗
生
剤

等
の
薬
剤
も
足
り
て
お
ら
ず
、

「
治
療
す
る
な
と
言
わ
れ
て
い

る
に
等
し
い
」
と
の
会
員
の
声

も
紹
介
し
た
。

　

内
閣
府
等
に
は
、
①
国
が
備

蓄
す
る
医
療
資
材
等
の
医
療
機

関
へ
の
供
給
、
②
医
療
用
資
材

の
価
格
高
騰
や
流
通
停
滞
に
対

す
る
補
助
金
の
支
給
、
③
医
療

に
不
可
欠
な
局
所
麻
酔
剤
や
医

療
用
資
材
等
は
国
が
責
任
を
も

っ
て
安
定
供
給
に
努
め
る
こ
と

―
を
要
望
。
県
に
は
①
備
蓄
す

る
医
療
資
材
等
の
供
給
、
②
医

療
機
関
へ
の
補
助
等
―
を
求
め

た
。

　

「
医
療
用
手
袋
の
需
給
状
況

は
、
現
在
、
通
常
通
り
の
発
注

に
は
概
ね
対
応
で
き
て
い
る
一

方
、
一
部
で
は
通
常
量
を
大
幅

に
超
え
る
発
注
も
見
ら
れ
、
結

果
と
し
て
歯
科
診
療
所
な
ど
一

部
の
医
療
機
関
で
は
確
保
が
困

難
と
な
っ
て
い
る
」
。
４
月
１６

日
の
「
中
東
情
勢
に
関
す
る
関

係
閣
僚
会
議
」
の
厚
労
省
提
出

資
料
に
は
こ
う
記
さ
れ
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、

政
府
は
４
月
１６
日
、
非
滅
菌
手

袋
の
確
保
が
困
難
な
医
療
機
関

へ
備
蓄
の
一
部
放
出
を
表
明
。

配
送
体
制
を
５
月
中
に
整
備

し
、
医
療
機
関
に
届
く
の
は
早

く
て
５
月
下
旬
以
降
と
見
込
ま

れ
る
。
有
償
か
無
償
か
は
未
定
。

　

ナ
フ
サ
に
つ
い
て
、
赤
沢
経

産
相
は
４
月
１０
日
の
会
見
で
、

〝
流
通
の
目
詰
ま
り
〟
は
生
じ

て
い
る
も
の
の
、
①
化
学
品
全

体
の
国
内
需
要
４
カ
月
分
は
確

保
し
て
い
る
、
②
中
東
以
外
か

ら
の
ナ
フ
サ
輸
入
量
の
増
加
に

よ
り
、
川
中
製
品
の
在
庫
使
用

期
間
を
半
年
以
上
に
延
ば
せ
る

―
と
説
明
。
高
市
首
相
は
６
月

に
供
給
が
確
保
で
き
な
く
な
る

と
の
一
部
報
道
に
対
し
、「
事

実
誤
認
」
と
否
定
し
た
。

　

供
給
不
足
が
見
込
ま
れ
る
医

療
機
関
は
ど
う
対
応
す
べ
き

か
。
厚
労
省
は
医
療
物
資
等
の

供
給
に
関
す
る
情
報
提
供
窓
口

を
設
置
し
て
い
る
。
病
院
・
有

床
診
療
所
向
け
の
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｓ

（
広
域
災
害
・
救
急
医
療
情
報

シ
ス
テ
ム
）
だ
け
で
な
く
、
Ｇ

‐
Ｍ
Ｉ
Ｓ
（
医
療
機
関
等
情
報

支
援
シ
ス
テ
ム
）
や
メ
ー
ル
、

電
話
で
も
情
報
提
供
で
き
る
。

厚
労
省
Ｈ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

Ｐ
「
中
東
情
勢
関
連

対
策
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
ポ
ー
タ

ル
」も
ご
活
用
い
た
だ
き
た
い
。

　

な
お
、
供
給
の
偏
り
・
流
通

の
目
詰
ま
り
が
解
消
さ
れ
た
も

の
と
し
て
、
▽
滅
菌
に
必
要
な

酸
化
エ
チ
レ
ン
ガ
ス
、
▽
シ
リ

ン
ジ
、▽
消
毒
液
（
イ
ソ
プ
ロ
パ

ノ
ー
ル
）、
▽
人
工
透
析
用
の

血
液
浄
化
器
（
ダ
イ
ア
ラ
イ
ザ

ー
）、
▽
人
工
透
析
用
の
注
射

針
―
等
が
「
中
東
情
勢
に
関
す

る
関
係
閣
僚
会
議
」
の
資
料
に

記
さ
れ
た
（
４
月
１５
日
時
点
）
。

価
格
高
騰
で

経
営
悪
化
を
不
安
視

　

「
歯
科
医
療
は
常
に
唾
液
や

血
液
に
触
れ
る
特
殊
な
環
境
で

治
療
を
行
う
こ
と
か
ら
、
常
に

小
外
科
手
術
に
準
じ
た
感
染
予

防
対
策
が
必
要
で
あ
り
、
歯
科

医
師
だ
け
で
な
く
ス
タ
ッ
フ
も

含
め
、
毎
日
多
く
の
グ
ロ
ー
ブ

を
使
う
」。
こ
う
現
場
の
窮
状

を
伝
え
た
の
は
日
歯
の
高
橋
会

長
だ
。
４
月
１０
日
に
行
わ
れ
た

上
野
厚
労
相
と
医
療
団
体
の
意

見
交
換
会
で
、
▽
医
療
用
手
袋

の
不
足
は
特
に
深
刻
、
▽
歯
科

医
療
機
関
の
多
く
は
小
規
模
診

医科 第一次新点数研究会

　保険診療対策部（医

科）は4月16日、第一

次新点数研究会を関内

ホールで開催。ベース

アップ評価料や生活習

慣病管理料などを、理

事や部員がコンパクト

に解説。医科外来は

850名、医科入院は79

名と盛況だった。

協会ホームページ内「KANAHOI TV」
にて動画配信中（右QRコード）
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甲
状
腺
が
ん
多
発
の
福
島
県

メ
デ
ィ
ア
の
黙
殺

患
者
の
孤
立

「
な
ぜ
、
な
か
っ
た
こ
と
に
さ
れ
る
の
か
？
」

若
年
者
の
甲
状
腺
が
ん
〟
に
つ

い
て
、
牛
山
公
害
環
境
対
策
副

部
長
は
日
本
外
国
特
派
員
協
会

の
記
者
会
見
で
こ
う
語
っ
た
。

　

福
島
原
発
事
故
と
甲
状
腺
が

ん
の
関
係
を
政
府
や
東
京
電

力
、
国
連
科
学
委
員
会
は
現
在

認
め
て
い
な
い
。
他
方
で
チ
ョ

ル
ノ
ー
ビ
リ
（
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
）
原
発
事
故
に
お
け
る
放
射

性
ヨ
ウ
素
汚
染
と
小
児
甲
状
腺

が
ん
発
生
率
の
相
関
を
国
際
機

関
が
認
め
た
の
は
事
故
発
生
か

ら
１０
年
後
で
あ
り
、
核
の
被
害

は
歴
史
的
に
も
過
小
評
価
さ
れ

て
き
た
可
能
性
が
高
い
。

　

現
状
を
継
続
的
に
追
い
、
国

際
的
に
広
め
る
た
め
に
こ
の
記

者
会
見
は
開
か
れ
た
。

バ
ッ
シ
ン
グ
へ
の
恐
れ
も

国
際
的
報
道
を
求
め
る

　

甲
状
腺
が
ん
支
援
グ
ル
ー
プ

〝
あ
じ
さ
い
の
会
〟
共
同
代
表

で
も
あ
る
牛
山
副
部
長
は
、
福

島
原
発
事
故
後
の
県
民
調
査
に

お
い
て
、
甲
状
腺
が
ん
ま
た
は

疑
い
症
例
が
３８
万
人
中
４
０
８

人
に
上
っ
た
こ
と
を
報
告
し

た
。
通
常
の
発
生
率
は
年
間
１

０
０
万
人
に
２
人
程
度
だ
。

　

牛
山
副
部
長
は
患
者
の
多
く

が
病
気
そ
の
も
の
だ
け
で
な

く
、
社
会
の
圧
力
に
も
苦
し
ん

で
い
る
こ
と
を
強
調
。
あ
る
患

者
は
医
師
へ
被
ば
く
量
す
ら
告

げ
て
い
な
い
の
に
「
こ
の
病
気

は
原
発
事
故
と
関
係
な
い
」
と

断
定
さ
れ
、
ま
た
あ
る
患
者
の

母
親
は
「
今
、
福
島
で
は
甲
状

腺
が
ん
の
報
道
が
ほ
と
ん
ど
な

い
。
な
ぜ
、
な
か
っ
た
こ
と
に

さ
れ
て
い
る
の
か
？
な
ぜ
、『
甲

状
腺
が
ん
に
な
っ
た
』
と
言
っ

て
は
ダ
メ
な
の
か
？
」
と
語
っ

て
い
る
と
し
た
。

　

牛
山
副
部
長
は
低
線
量
被
ば

く
の
長
期
的
健
康
調
査
の
実
施

と
患
者
支
援
を
訴
え
る
と
と
も

に
、
社
会
が
目
を
背
け
る
患
者

の
問
い
に
向
き
合
い
続
け
、
患

者
に
寄
り
添
い
続
け
る
こ
と
が

「
臨
床
医
と
し
て
の
責
任
だ
と

思
い
ま
す
」
と
語
っ
た
。

　

３
１
１
子
ど
も
甲
状
腺
が
ん

裁
判
弁
護
団
長
の
井
戸
謙
一
弁

護
士
は
、
同
裁
判
を
解
説
。
被

告
で
あ
る
東
京
電
力
は
被
ば
く

に
よ
る
過
剰
発
生
を
否
定
し
、

①
ハ
ー
ベ
ス
ト
効
果
（
ス
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
で
の
前
倒
し
発
見
）
、

②
潜
在
が
ん
発
見
効
果
（
過
剰

診
断
）
―
の
い
ず
れ
か
だ
と
主

張
。
原
告
は
①
一
定
の
ハ
ー
ベ

ス
ト
効
果
は
認
め
つ
つ
も
１５
年

間
で
４
０
０
人
以
上
発
見
さ
れ

た
こ
と
は
説
明
が
つ
か
な
い
、

②
発
見
さ
れ
た
が
ん
の
大
部
分

は
軽
い
も
の
で
は
な
い
―
と
反

論
し
て
い
る
。
東
電
の
主
張
は

国
連
科
学
委
員
会
の
報
告
に
基

づ
く
が
、
そ
の
報
告
に
充
分
な

根
拠
は
な
い
。
原
告
や
家
族
は

〝
復
興
の
妨
げ
〟
と
バ
ッ
シ
ン

グ
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
、
甲
状

腺
が
ん
に
な
っ
た
こ
と
す
ら
周

囲
に
話
せ
ず
孤
立
し
て
い
る
と

紹
介
。
「
そ
の
こ
と
が
患
者
を

一
層
苦
し
め
て
い
る
」
と
し
、

日
本
の
大
手
メ
デ
ィ
ア
が
黙
殺

す
る
現
下
、
こ
の
裁
判
の
国
際

的
な
報
道
を
求
め
た
。

健
康
調
査
の
縮
小

「
間
違
っ
て
い
る
」

　

質
疑
は
「
東
電
は
人
間
性
の

観
点
か
ら
全
患
者
へ
賠
償
す
る

の
が
当
然
で
は
」
と
疑
問
が
呈

さ
れ
る
等
、
闊
達
に
行
わ
れ
た
。

　

牛
山
副
部
長
は
、
２０
歳
以
降

に
が
ん
の
診
断
を
受
け
た
若
年

者
は
進
行
が
早
く
、
検
査
間
隔

が
空
く
こ
と
で
発
見
が
遅
れ
る

こ
と
に
福
島
県
立
医
大
の
医
師

が
危
機
感
を
募
ら
せ
て
い
る
と

報
告
し
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
、

福
島
県
民
健
康
調
査
を
縮
小
す

る
方
向
性
は
「
大
変
間
違
っ
て

い
る
」
と
述
べ
た
。
ま
た
、
記
者

か
ら
の
質
問
を
受
け
、
地
震
多

発
国
の
日
本
で
は
一
人
一
人
が

行
政
の
判
断
を
待
た
ず
安
定
ヨ

ウ
素
剤
を
服
用
で
き
る
よ
う
備

え
る
べ
き
だ
と
も
強
調
し
た
。

◇

　

記
者
会
見
は
日
英
同
時
通
訳

が
さ
れ
た
。
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

で
視
聴
可
能
（「PR

E
SS C

O
-

N
F

E
R

E
N

C
E

: C
halleng

ing 

the N
arrative: T

hyroid C
an-

cers in Fukushim
a

」）。

　

公
害
環
境
対
策
部
作
成
の

「
原
子
力
発
電
所
重
大
事
故
時

の
放
射
線
の
被
ば
く
か
ら
身
を

守
る
身
近
な
策
ガ
イ
ド
」
は
協

会
Ｈ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

Ｐ
か
ら
Ｄ

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ドＬ

可
能
。

　

「『
な
ぜ
私
が
甲
状
腺
が
ん
に

な
っ
た
の
か
を
知
り
た
い
』
、

患
者
さ
ん
が
そ
う
苦
し
ん
で
い

る
限
り
、
こ
の
問
い
に
向
き
合

い
続
け
る
こ
と
が
医
師
の
責
任

だ
と
思
い
ま
す
」

―
。
福

島
第
一
原
発
事
故
か
ら
１５
年
を

迎
え
る
前
日
の
３
月
１０
日
、
福

島
県
周
辺
で
多
発
す
る〝
小
児
・

　

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
医
薬
品
と
の

代
替
を
理
由
に
、
約
１
千
１

０
０
品
目
の
医
療
用
医
薬
品

の
患
者
負
担
を
約
５
割
へ
引

き
上
げ
る
「
一
部
保
険
外
療

養
」
の
創
設
が
、
健
保
法
等

改
正
案
の
一
つ
と
し
て
今
国

会
で
審
議
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
間
、
現
役
世
代
の
保

険
料
負
担
の
軽
減
に
伴
う
医

療
費
削
減
策
と
し
て
、
「
Ｏ

Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険
外
し
」

と
称
さ
れ
議
論
さ
れ
て
き

た
。
し
か
し
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似

薬
は
医
療
用
医
薬
品
で
あ

る
。
市
販
薬
（
Ｏ
Ｔ
Ｃ
）
と

は
含
有
量
や
用
法
、
効
能
な

ど
が
異
な
り
、
臨
床
上
の
代

替
性
は
限
定
的
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
は
、
厚
労
省
が
明
瞭
・

明
晰
な
資
料
を
提
示
、
問
題

提
起
し
て
い
る
。

　

結
果
的
に
、
「
す
べ
て
の

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
を
１
０
０
％

保
険
外
と
す
る
」
か
ら
、「
成

分
・
投
与
経
路
が
同
一
で
一

日
最
大
用
量
が
異
な
ら
な
い

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
を
機
械
的
に

抽
出
し
、
薬
価
の
２５
％
を
保

険
外
と
す
る
」
と
、
妥
協
案

の
様
相
で
出
さ
れ
た
の
が

「
一
部
保
険
外
療
養
」で
あ
る
。

　

政
府
は
、
「
一
部
保
険
外

療
養
」
に
よ
っ
て
当
該
医
薬

品
の
患
者
負
担
は
実
質
５

割
、
医
療
費
削
減
効
果
を
約

９
０
０
億
円
と
試
算
し
て
い

る
。
し
か
し
、
医
療
費
に
お

け
る
保
険
料
の
構
成
比
は
約

５０
％
で
被
保
険
者
８
千
万
人

に
換
算
す
る
と
、
一
人
年
間

５
７
８
円
で
月
額
４８
円
。
現

役
世
代
は
労
使
折
半
で
２４
円

の
減
額
で
し
か
な
い
。
微
々

た
る
保
険
料
減
と
引
き
換
え

に
、
▽
自
己
判
断
に
よ
る
市

販
薬
服
用
の
拡
大
、
▽
自
己

判
断
の
誤
り
・
受
診
遅
れ
等

に
よ
る
重
篤
化
―
な
ど
リ
ス

ク
が
多
い
。

　

さ
ら
に
、
「
一
部
保
険
外

療
養
」
は
医
薬
品
以
外
に
も

対
象
が
広
が
る
可
能
性
が
あ

る
。
法
文
は
市
販
薬
と
と
も

に
〝
そ
の
他
〟
と
あ
り
、
こ

の
文
言
が
玉
虫
色
だ
。
患
者

負
担
を
実
質
的
に
拡
大
す
る

「
打
出
の
小
槌
」
と
な
り
得

る
仕
組
み
で
も
あ
り
、
法
文

の
解
釈
拡
大
と
な
ら
ぬ
よ
う

国
会
審
議
で
楔
を
打
た
せ
る

必
要
が
あ
る
。

　

先
の
総
選
挙
で
、
医
療
・

社
会
保
障
に
理
解
と
見
識
の

あ
る
議
員
が
返
り
咲
き
、
与

党
内
で
は
「
一
部
保
険
外
療

養
」
の
創
設
に
慎
重
論
が
出

て
い
る
。
期
待
す
る
一
方
、

健
保
法
等
改
正
案
は
こ
の
ほ

か
、
▽
後
期
高
齢
者
の
負
担

増
、
▽
出
産
費
用
の
給
付
体

系
見
直
し
、
▽
高
額
療
養
費

の
年
間
上
限
な
ど
再
見
直
し

―
な
ど
、
関
連
性
は
薄
い
が

各
々
が
国
民
生
活
に
影
響
を

及
ぼ
す
重
要
な
改
正
を
一
括

審
議
す
る
。
〝
い
わ
ゆ
る
束

ね
法
案
〟
は
審
議
の
不
十
分

さ
、
争
点
の
隠
蔽
な
ど
、
数

の
力
で
国
会
審
議
を
形
骸
化

さ
せ
る
懸
念
が
強
い
。

　

患
者
負
担
増
を
伴
う
「
一

部
保
険
外
療
養
」
は
、
新
た

な
患
者
負
担
拡
大
の
た
め
の

方
策
で
あ
り
、
制
度
創
設
を

阻
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
協
会
で
は
院
内
ポ
ス
タ

ー
の
配
布
や
患
者
署
名
の
協

力
呼
び
か
け
な
ど
、
待
合
室

を
通
じ
て
患
者
へ
の
周
知
と

世
論
化
を
図
る
運
動
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
会
員
諸
氏
の

協
力
を
お
願
い
す
る
。

薬
剤
の
５
割
負
担
、

健
保
法
附
則
の
形
骸
化
の
梃

「
一
部
保
険
外
療
養
」

創
設
に
反
対
す
る

各
支
部
総
会
の
ご
案
内

各
支
部
総
会
の
ご
案
内

＊
主
な
議
題
は
２
０
２
５
年
度
活
動
報
告
案
、
２６
年
度
活
動
方
針
案
等

で
す
（
お
問
合
せ

：

各
支
部
℡

０
４
５
‐
３
１
３
‐
２
１
１
１
）
。

＊
議
事
は
会
員
の
み
対
象
で
す
。
記
念
講
演
は
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
、

ご
家
族
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

と
　
き

５
月
１２
日
（
火
）
午
後
７
時
１５
分
～

と
こ
ろ

藤
沢
商
工
会
館
ミ
ナ
パ
ー
ク

（
５
０
３
会
議
室
）

◇
記
念
講
演
（
現
地
の
み
）
午
後
７
時
３０
分
～

テ
ー
マ

「《
道
》
で
た
ど
る
藤
沢
宿
の
変
遷
」

講
　
師
　
藤
澤
浮
世
絵
館

学
芸
員

細
井　

守
氏

定
　
員

３０
名
程
度

湘
南
支
部

と
　
き

５
月
７
日
（
木
）
午
後
７
時
１０
分
～

と
こ
ろ
　
海
老
名
市
文
化
会
館
（
１
２
２
大
会
議
室
）

◇
記
念
講
演
（
現
地
の
み
）
午
後
７
時
３０
分
～

　
テ
ー
マ

「
糖
尿
病
診
療
の
医
科
・
歯
科
連
携

―
如
何
に
し
て
連
携
体
制
を
構
築
す
る
か
―
」

講
　
師
　
か
な
も
り
内
科

院
長

金
森　

晃
氏

定
　
員

３０
名

県
央
支
部

と
　
き

５
月
１２
日
（
火
）
午
後
７
時
３０
分
～

と
こ
ろ

協
会
会
議
室

◇
記
念
講
演
（
現
地
の
み
）
午
後
８
時
～

テ
ー
マ

「
神
奈
川
県
の
海
岸
線
全
て
歩
い
て
ご
み

拾
い
。
そ
こ
で
見
え
て
き
た
神
奈
川
県
と

横
浜
市
の
あ
ら
た
な
る
問
題
点
」

講
　
師
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
海
の
森
・
山
の
森
事
務
局

理
事
長

　
　
　
　
冒
険
写
真
家

豊
田　

直
之
氏

定
　
員

５０
名

横
浜
支
部

と
　
き

５
月
２５
日
（
月
）
午
後
７
時
１０
分
～

と
こ
ろ

川
崎
市
医
師
会
館
（
３
Ｆ

ホ
ー
ル
）

◇
記
念
講
演
（
現
地
の
み
）
午
後
７
時
３０
分
～

　
テ
ー
マ

「
や
さ
し
く
学
ぶ
、
こ
こ
ろ
の
漢
方
」

講
　
師
　
か
え
る
メ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
　
院
長

陶
山　

亨
氏

川
崎
支
部

と
　
き

５
月
２２
日
（
金
）
午
後
７
時
～

と
こ
ろ

鎌
倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
第
３
集
会
室
）

◇
記
念
講
演
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用
）
午
後
７
時
３０
分
～

テ
ー
マ

「
転
倒
・
腰
痛
対
策
に
よ
る
安
全
な
職
場

づ
く
り
を
目
指
し
た
運
動
の
理
論
と
実
践
」

講
　
師
　
株
式
会
社
ハ
イ
ク
ラ
ス
代
表
取
締
役

　
　
　
　
神
奈
川
産
業
保
健
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
産
業
保
健
相
談
員

位
髙　

駿
夫
氏

　
鎌
倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

：

定
員
１５
名

Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

鎌
倉
支
部

と
　
き

５
月
１９
日
（
火
）
午
後
７
時
２０
分
～

と
こ
ろ

横
須
賀
産
業
交
流
プ
ラ
ザ
（
第
２
研
修
室
）

　
　
　

・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

◇
記
念
講
演
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用
）
午
後
７
時
３０
分
～

　
テ
ー
マ

「
医
療
Ｄ
Ｘ
で
今
後
ど
う
な
る
　

医
療
機
関
が
知
っ
て
お
き
た
い
こ
と
」

講
　
師

神
奈
川
県
保
険
医
協
会

　
　
　
　
　
事
務
局

主
幹

勝
亦　

琢
磨
氏

　
横
須
賀
産
業
交
流
プ
ラ
ザ

：

定
員
２０
名

　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

　
※
総
会
に
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加
の
場
合
は
、
必
ず

　
　
医
療
機
関
名
・
氏
名（
フ
ル
ネ
ー
ム
）を
表
示
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

横
須
賀
支
部

！？

と
　
き

５
月
１３
日
（
水
）
午
後
７
時
５０
分
～

と
こ
ろ

小
田
急
ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
相
模
大
野

（
８
階
「
み
ず
な
ら
」）

◇
記
念
講
演
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用
）
午
後
８
時
１５
分
～

　
テ
ー
マ

「
医
療
者
が
知
っ
て
お
き
た
い
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
話
」

講
　
師

さ
が
み
生
協
眼
科
・
内
科

　
　
　
　
　
内
科
部
長

牛
山　

元
美
氏

　
小
田
急
ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
相
模
大
野

：

定
員
２０
名

　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

相
模
原
支
部

牛山副部長が
外国特派員協会で記者会見

左から井戸弁護士、牛山副部長
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医  科医  科
疑 義 解 釈 （ そ の 2 ）

歯  科歯  科
疑 義 解 釈 （ そ の 1 ・ 2 ）

診療報酬

2020

改定
診療報酬

2020

改定
20262026

【処方料】
質問 回答

65

在宅医療の第1節又は第2節の所定点

数を算定し、在宅において患者が自

己注射を行う薬剤について院内処方

を行った場合に、調剤料、処方料、

薬剤及び調剤技術基本料は算定でき

るのか。

当該薬剤のみを処方する場合には、算定不可。

当該薬剤の費用については、薬剤により算定す

る。なお、当該薬剤以外を併せて処方する場合

においては、それぞれ調剤料、処方料、薬剤及

び調剤技術基本料の算定要件等に従い、別途算

定できる。

【電子的診療情報連携体制整備加算】
質問 回答

1

初診料の電子的診療情報連携体制整備加算の施設基

準において、「電子カルテ情報共有サービスとの接続

インターフェースを有していること」とされている

が、地域の複数の医療機関間で検査結果や画像情報

等を含む診療情報を共有又は閲覧できるネットワー

クに係る要件を満たす場合について、どのように考

えればよいか。

電子的診療情報連携体制整備加

算1に関する施設基準のうち、

（11）のイ及びウを満たす場合に

は、「電子カルテ情報共有サービ

スとの接続インターフェースを

有していること」を満たすもの

とみなす。

　今年6月からの点数改定に関して、厚労省より4月1日付で「疑義解釈（その2）」が出された。以下、

主な項目を抜粋等で編集の上で紹介する。なお、全容や詳細は協会ホームページ「いい医療ドット

コム」（https://www.iiiryou.com/）等をご参照いただきたい。

　今年6月からの点数改定に関して、厚労省より3月23日付で「疑義解釈（その1）」、4月1日付で「疑

義解釈（その2）」が出された。以下、主な項目を抜粋・一部太字等で編集の上で紹介する。なお、

全容や詳細は協会ホームページ「いい医療ドットコム」等をご参照いただきたい。

※編注： 令和8年（2026年）4月22日開催（WEB限定）の神奈川県保険医協会特別研究会「歯科医

療安全対策講習会（偶発症に対する緊急時の対応、医療事故、院内感染防止対策、感染経

路別予防策及び新型インフルエンザ等感染症等に対する対策・発生動向等）」に「抗菌薬

の適正使用」も含まれております。

【在宅療養支援診療所・病院】
質問 回答

88

「患家の求めに応じて、24時間往診が可能

な体制を確保し、往診担当医の氏名、担当

日等を文書により患家に提供しているこ

と。」とあるが、氏名を明らかにせずに説

明することは可能か。

不可。当該保険医療機関（連携型機能強化

型在宅療養支援診療所・病院の場合は連携

体制を構築するいずれかの保険医療機関）

において雇用契約のない医師を当該文書に

掲載することも認められない。

（参考）日本障害者歯科学会研修カリキュラム  https://www.jsdh.jp/media-download/215/f80e3591f003252e/

【特別管理加算（特管）】
質問 回答

4

歯科疾患管理料（歯管）の注12

に規定する特別管理加算（特管）

における、「障害者歯科治療」と

は、具体的にはどのようなものか。

障害又は難病を有する患者に対する治療が該当する。な

お、障害を有する患者に対する治療については、公益社

団法人日本障害者歯科学会の「日本障害者歯科学会研修

カリキュラム」を参考とすること。

5
特別管理加算の施設基準における都道府県等との連携とは、都道府県等からの

委託を受けた保険医療機関が、障害者に対する歯科診療の提供や事業を実施す

る場合も、これに含まれるか。

含まれる。

【処方箋料】
質問 回答

66

在宅医療の第1節又は第2節の所定点数

を算定し、在宅において患者が自己注

射を行う薬剤について、保険薬局で保

険調剤を受けさせるために、患者に院

外処方箋を交付した場合に、処方箋料

は算定できるのか。

在宅時医学総合管理料等の、投薬の費用が所定

点数に含まれている管理料等を算定する場合

を除き、処方箋料を算定可能。ただし、注射器、

注射針又はその両者のみを処方箋により投与

することは認められない。

【外来・在宅ベースアップ評価料】
質問 回答

1

外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅰ）の注5、外来・在宅
ベースアップ評価料（Ⅱ）の注5及び注6において、「令和8

年3月 31日時点において評価料を届け出ていた保険医療機

関」とあるが、令和8年3月から算定を開始する保険医療機

関又は令和8年4月から算定を開始する保険医療機関（訪問

看護ステーション）は含まれるのか。

令 和8年3月31日 時 点 で 当

該評価料を算定している

必要があることから、同年
4月以降に算定を開始する
保険医療機関（訪問看護ス
テーション）は含まれない。

【初診料】
質問 回答

1

初診料の注1の施設基準（歯
初診）に規定する、新興感

染症に対する対策の研修に

ついて、「（抗菌薬の適正使

用を含む。）」が追加された

が、どのような内容の研修

が該当するのか。

抗菌薬の適正使用に関する研修の内容は、「抗微生物薬適

正使用の手引き 第四版 歯科編」（厚生労働省健康・生活

衛生局感染対策部感染症対策課・ 医政局歯科保健課）を

参考にすること。なお、令和8年（2026年）5月31日まで

に受講する研修については、当該内容が含まれていなくて

もよいが、令和8年（2026年）6月1日以降に受講する研修

には、本内容が含まれている必要※がある。

【画像診断】
質問 回答

9

画像診断の「通則2」及び「通則3」の規定により、所定点数の

100分の50に相当する点数を算定する場合について、例えば、以

下の場合における、同日に撮影した2枚目の診断料と撮影料の取

扱い如何。

① 根尖性歯周炎（Per）を診断するために歯科エックス線撮影に

より1枚撮影した後、当該疾患の確定診断を行うために同様の

撮影で偏心撮影により1枚撮影した場合

② 根尖性歯周炎（Per）を診断するために歯科エックス線撮影に

より1枚撮影した後、根管形態の確認等を行うために歯科用3

次元エックス線断層撮影により1枚撮影した場合

③ 根尖性歯周炎（Per）を診断するために歯科エックス線撮影に

より1枚撮影した後、根管充填を行い、状態の確認のために同

様の撮影により1枚撮影した場合

④ 歯周病及びう蝕を診断するために歯科パノラマ断層撮影によ

り1枚撮影した後、当該撮影において診断が困難なう蝕の確定

診断を行うために歯科用エックス線撮影により1枚撮影した場

合

⑤ 両側大臼歯の抜歯のために歯科パノラマ断層撮影により1枚撮

影した後、抜歯窩の確認のために、再度、同様の撮影により1

枚撮影した場合

それぞれ以下のとおり

である。

①診断料及び撮影料は

所定点数の100分の50に

相当する点数により算

定する。

②～⑤診断料及び撮影

料は所定点数により算

定する。

なお、③の場合におい

て、同一歯に対して根

管治療中に、歯科用根

管リーマーによる試適

のための歯科エックス

線撮影を実施する場合

や、根管充填材の試適

のための歯科エックス

線撮影を、根管充填と

同日に行う場合も所定

点数により算定する。

※編注： 医DX既届出医療機関が2026年6月1日以降に歯DXを算定する場合には、2026年5月7日～同年

6月1日（必着）までに関東信越厚生局神奈川事務所への届け出が必要となります。

【電子的歯科診療情報連携体制整備加算（歯DX）】
質問 回答

2

令和8年（2026年）5月31日において現に医療DX推進体制整備加算（医
DX）及び診療録管理体制加算の施設基準を届け出ている保険医療機関が、

同年（2026年）6月1日以降に電子的歯科診療情報連携体制整備加算（歯
DX）及び電子的診療情報連携体制整備加算を算定する場合は、改めて届

出を行う必要があるか。

改めて届出※を

行う必要がある。

【歯科疾患管理料（歯管）】
質問 回答

3

歯科疾患管理料（歯管）について、令和8年度（2026年度）診療報酬改定に

おいて、有床義歯に係る治療のみを行う患者に対しても算定可能とされたが、

傷病名がMTや義歯不適合（義歯フテキ）等の有床義歯に係る病名のみの場

合も算定可能か。

算定可能。

【歯周病患者画像活用指導料（口画像）】
質問 回答

6
歯周病患者画像活用指導料について、「歯周病検査を実施する場合において」

とあるが、歯周病検査の実施日以降に行う必要があるのか。

そのとおり。

※編注： 令和8年（2026年）5月15日に神奈川県保険医協会特別研究会「口腔機能実地指導料施設基準

研修会」を開催（WEB限定）いたします。

【口腔機能実地指導料（口指導）】
質問 回答

7

口腔機能実地指導料（口指導）の施設基準に規

定する研修※について、「歯科医師又は歯科衛生

士を主体とする団体又は学会等が主催する」と

あるが、具体的にどのような団体又は学会か。

例えば、歯科医師会や歯科衛生士会等

の定期的に学術研修を実施している団

体や日本老年歯科医学会、日本小児歯

科学会等の関係学会が考えられる。

【歯科口腔リハビリテーション料１（歯リハ１（１））】
質問 回答

10

病名がMTのみの患者に対して、新製有床義歯管理料（義管）を算定した月

と同月に、口腔機能の回復又は維持を目的とした新製有床義歯の調整又は機

能的指導を行った場合は歯科口腔リハビリテーション料1の「1 有床義歯の場

合」（歯リハ1（1））は算定可能か。

算定可能。

※編注： 令和9年（2027年）5月診療分までの口指導の届け出にあたっては、「研修受講予定」という

ことで問題ありません。ただし、その際、令和9年（2027年）5月までに研修受講の上で再届

けが必要になりますので、ご注意ください。

8

口腔機能実地指導料（口指導）の施

設基準について特掲診療料施設基準

通知において、「令和9年（2027年）

5月31日までの間、1の（1）に該当

するものとみなす。」とされている

が、「口腔機能発達不全症及び口腔

機能低下症の概要、検査法、訓練法

及び実地指導方法等（入院患者や在

宅・施設療養患者への対応を含むも

のであること。）に係る研修」に関

する届出について、どのように考え

ればよいか。

令和9年（2027年）5月診療分までに関する施設基

準の届出に限っては、「口腔機能実地指導料（口指導）

の施設基準に係る届出書添付書類」（様式17の4）に

受講歴を記載する代わりに、口腔機能発達不全症及

び口腔機能低下症の実地指導に係る研修を令和9年

（2027年）5月までに受講予定である旨を記載すれ

ばよい。ただし、令和9年（2027年）6月診療分以

降も引き続き算定する場合は、当該研修の受講歴を

記載した上、再度、施設基準に係る届出を行う必要

がある。なお、受講の申込みをしていたが受講が認

められなかった場合や受講を中断する場合には、遅

延なく届出を辞退すること。
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4月28日　
～5月10日

４
月
２８
日
（
火
）

医
療
情
報
部
会
１９
時
３０
分
。

５
月
１
日
（
金
）

保
険
診
療
対
策
部
会
２０
時
。

５
月
２
日
（
土
）

臨
床
懇
話
会
１８
時
。

５
月
７
日
（
木
）

公
害
環
境
対
策
部
会
１９
時
。

組
織
部
会
１９
時
。
県
央
支
部

幹
事
会
・
総
会
・
記
念
講
演

１９
時
。

５
月
８
日
（
金
）

医
療
政
策
研
究
室
・
政
策
講

演
会
１９
時
３０
分
。

５
月
９
日
（
土
）

定
時
評
議
員
会
１７
時
。

５
月
１０
日
（
日
）

医
科
新
規
指
定
医
講
習
会
１０

時
。

【
医
科
】

（
Ｑ
）
歯
科
診
療
を
担
う
別
の
医

療
機
関
か
ら
の
求
め
に
応
じ

て
、
患
者
の
検
査
結
果
や
投
薬

内
容
等
の
診
療
情
報
を
患
者
の

同
意
を
得
て
文
書
提
供
し
た
場

合
、
算
定
で
き
る
点
数
は
あ
り

ま
す
か
？

（
Ａ
）
診
療
情
報
連
携
共
有
料
１

２
０
点
が
提
供
す
る
医
療
機
関

ご
と
に
３
月
に
１
回
算
定
で
き

ま
す
。

【
歯
科
】

（
Ｑ
）
こ
れ
ま
で
口
腔
機
能
管
理

料
の
算
定
に
必
要
な
検
査
を
行

う
た
め
の
機
器
が
な
く
、
算
定

し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
６
月

に
診
療
報
酬
改
定
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
算
定
条
件
等
は

変
更
さ
れ
ま
す
か
。

（
Ａ
）
今
回
の
改
定
で
、
口
腔
機

能
管
理
料
は
口
腔
機
能
管
理
料

（
以
下
「
口
機
能
」
）
１
・
２
に

分
か
れ
る
予
定
で
す
。
口
機
能

１
・
２
と
も
に
口
腔
機
能
低
下

症
の
評
価
項
目
の
う
ち
３
項
目

以
上
に
該
当
す
る
必
要
が
あ

り
、
口
機
能
１
は
所
定
の
検
査

料
の
算
定
が
あ
る
こ
と
（
舌
圧

検
査
な
ど
５
種
類
の
う
ち
１
つ

　

こ
こ
に
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

○歯
秋
　
政
成
氏（

川
崎
市
高
津
区
）

　

２
０
２
５
年
８
月
１０
日
、
ご

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
６６
歳
。

○医
城
　
俊
明
氏（

横
浜
市
港
北
区
）

　

２
０
２
６
年
１
月
２８
日
、
ご

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
７６
歳
。

○歯
藤
田
　
麻
美
氏（

横
浜
市
西
区
）

　

２
０
２
６
年
１
月
３１
日
、
ご

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
７３
歳
。

○医
清
水
　
宏
明
氏

（
平
塚
市
）

　

２
０
２
６
年
３
月
１５
日
、
ご

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
６９
歳
。

○歯
浅
井
　
和
秋
氏（

横
浜
市
南
区
）

　

２
０
２
６
年
３
月
２７
日
、
ご

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
７２
歳
。

以
上
）
が
算
定
条
件
で
す
が
、

口
機
能
２
は
前
述
の
所
定
の
検

査
の
実
施
が
な
く
て
も
所
定
の

評
価
項
目
に
よ
り
、
口
腔
機
能

低
下
症
と
診
断
し
た
場
合
は
算

定
で
き
ま
す
。

訃　

報

　

１
９
５
０
年
（
昭
和
２５
年
）

頃
の
イ
ン
ド
・
コ
ル
カ
タ
（
カ

ル
カ
ッ
タ
）
。
バ
ン
グ
ラ
デ
シ

ュ
と
の
国
境
に
近
い
都
市
で
、

そ
こ
に
住
む
貧
し
い
二
世
帯
六

人
家
族
の
物
語
で
す
。

　

銀
行
員
で
あ
る
シ
ュ
ブ
ラ
ト

の
妻
ア
ラ
チ
は
、
そ
れ
ま
で
の

夫
の
収
入
一
本
の
生
活
か
ら
心

機
一
転
、
家
計
を
助
け
る
た
め

　

協
会
で
は
日
頃
か
ら
会
員
の

医
療
機
関
よ
り
、
県
支
払
基
金

や
県
国
保
連
合
会
か
ら
の
査
定

（
減
点
）
内
容
に
関
す
る
相
談
に

対
応
し
て
い
る
。
以
下
が
今
月

の
主
な
査
定
相
談
事
例
で
あ

り
、
次
月
の
レ
セ
プ
ト
請
求
時

に
は
、
ご
確
認
い
た
だ
き
た
い
。

な
お
、
納
得
で
き
な
い
査
定
内

容
に
つ
い
て
は
、
積
極
的
に
再

審
査
請
求
を
お
願
い
し
た
い
。

◇

（
Ｑ
）
要
介
護
５
に
認
定
さ
れ

た
患
者
に
訪
問
診
療
を
行
っ
て

い
る
た
め
、
在
宅
時
医
学
総
合

管
理
料
（
別
に
厚
労
大
臣
が
定
め

る
状
態
以
外
）
と
包
括
的
支
援

加
算
を
算
定
し
た
と
こ
ろ
、
包

括
的
支
援
加
算
が
査
定
さ
れ
た
。

（
Ａ
）
要
介
護
３
以
上
の
状
態

ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
状
態
の

方
は
、包
括
的
支
援
加
算
の
対

象
の
た
め
、
算
定
し
て
問
題
な

い
。
要
介
護
５
と
認
定
さ
れ
て

い
る
旨
を
追
記
し
た
上
で
、
再

審
査
請
求
を
行
う
。

（
Ｑ
）
外
傷
に
よ
り
破
傷
風
の

疑
い
が
あ
っ
た
患
者
に
二
回
目

の
破
傷
風
ト
キ
ソ
イ
ド
を
打
ち

保
険
で
請
求
し
た
と
こ
ろ
、
Ａ

に
家
族
の
反
対
を
押
し
切
っ
て

訪
問
販
売
の
仕
事
に
出
ま
す
。

仕
事
に
就
く
こ
と
に
夫
か
ら
の

反
対
等
に
遭
い
な
が
ら
も
、
セ

ー
タ
ー
の
編
み
機
や
洗
濯
機
を

富
裕
層
に
売
っ
た
成
果
が
社
長

に
認
め
ら
れ
て
、
や
が
て
会
社

で
は
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
と
な
り

ま
す
。
し
か
し
そ
の
矢
先
、
同

僚
を
か
ば
う
こ
と
で
社
長
と
上

手
く
行
か
な
く
な
り
、
最
終
的

に
は
会
社
を
辞
め
る
こ
と
に
。

辞
め
る
最
後
の
退
社
日
に
、
会

社
ま
で
迎
え
に
来
た
夫
と
ア
ラ

チ
が
一
緒
に
見
た
夕
日
は
〝
き

れ
い
〟
な
も
の
だ
っ
た
の
で
し

ょ
う
か
。
仕
事
に
出
る
こ
と
に

反
対
し
て
い
た
夫
と
の
わ
だ
か

ま
り
も
ま
る
で
無
か
っ
た
こ
と

の
よ
う
で
す
。

　

本
作
の
監
督
、
脚
本
、
そ
し

て
音
楽
は
サ
タ
ジ
ッ
ト
・
レ
イ

で
、
ベ
ル
リ
ン
国
際
映
画
祭
で

銀
熊
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
日

本
で
は
『
大
都
会
』
の
タ
イ
ト

ル
で
、
１
９
７
６
年
（
昭
和
５１

年
）
に
岩
波
ホ
ー
ル
で
公
開
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
年
１
月
下
旬

に
は
、
鶴
岡
八
幡
宮
近
く
に
あ

る
鎌
倉
市
川
喜
多
映
画
記
念
館

内
の
小
劇
場
で
上
映
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
私
は
こ
の
日
常
を
描

い
た
サ
タ
ジ
ッ
ト
・
レ
イ
の
イ

ン
ド
映
画
を
も
う
１
本
、
１
９

７
３
年
（
昭
和
４８
年
）
公
開
の

『
遠
い
雷
鳴
』
を
当
時
の
岩
波

ホ
ー
ル
で
観
て
い
ま
す
。
こ
の

作
品
は
同
年
ベ
ル
リ
ン
国
際
映

画
祭
で
金
熊
賞
を
受
賞
し
た
作

品
で
す
。

　

こ
の
『
ビ
ッ
グ
・
シ
テ
ィ
』

は
日
本
と
同
じ
よ
う
に
イ
ン
ド

社
会
で
も
、
過
去
に
は
女
性
が

男
性
と
同
じ
よ
う
に
働
く
と
い

う
こ
と
が
問
題
に
な
っ
た
と
い

う
こ
と
に
気
付
か
せ
て
く
れ
る

映
画
な
の
で
す
。

日
常
を
描
く
、
踊
ら
な
い
イ
ン
ド
映
画

鎌
倉
市

濱
名　

哲
郎

「
ビ
ッ
グ
・
シ
テ
ィ
」

シ ネ マ 考

「ビッグ・シティ」

COPYRIGHT 1963／
ALL RIGHTS RESERVED 
RDB ENTERTAINMENTS

保
険
・
労
災
診
療
が
同
時

外
来
管
理
加
算
は
算
定
可
能
？

医
科
・
今
月
の
返
戻
相
談
事
例

項
※

査
定
さ
れ
た
。
病
名
は
破

傷
風
疑
い
が
入
っ
て
い
た
。

（
Ａ
）
破
傷
風
の
感
染
疑
い
と

な
っ
た
原
因
の
外
傷
の
病
名
が

な
い
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
原

因
の
外
傷
が
治
癒
し
た
場
合
に

は
、
詳
記
に
て
対
応
す
る
。

（
Ｑ
）
保
険
診
療
と
労
災
診
療

を
同
時
に
行
っ
た
際
に
診
察
料

を
労
災
で
算
定
し
、
保
険
診
療

の
方
で
処
置
等
を
行
わ
な
か
っ

た
た
め
、
外
来
管
理
加
算
の
み

を
算
定
し
た
と
こ
ろ
、
返
戻
さ

れ
た
。

（
Ａ
）
外
来
管
理
加
算
は
再
診

料
に
付
随
す
る
加
算
の
た
め
、

加
算
単
体
で
の
算
定
は
で
き
な

い
。
今
回
の
場
合
、
診
察
料
は

労
災
レ
セ
プ
ト
で
請
求
さ
れ
て

お
り
、
保
険
の
レ
セ
プ
ト
で
は

診
察
料
が
算
定
さ
れ
て
い
な
い

た
め
、
外
来
管
理
加
算
を
削
除

し
再
請
求
を
行
う
。

※
査
定
事
由
Ａ
～
Ｄ
概
要

Ａ

：

療
養
担
当
規
則
等
に
照

ら
し
、
医
学
的
に
保
険
診
療
上

適
応
と
な
ら
な
い
も
の

Ｂ

：

療
養
担
当
規
則
等
に
照

ら
し
、
医
学
的
に
保
険
診
療
上

過
剰
・
重
複
と
な
る
も
の

Ｃ

：

療
養
担
当
規
則
等
に
照

ら
し
、
Ａ
・
Ｂ
以
外
で
医
学
的
に

保
険
診
療
上
適
当
で
な
い
も
の

Ｄ

：

告
示
・
通
知
の
算
定
要

件
に
合
致
し
て
い
な
い
と
認
め

ら
れ
る
も
の

　今次歯科診療報酬改定（6月施行）には施設基準の新設・基

準変更等も盛り込まれている。これら施設基準に係る点数算

定を6月1日から行う場合には、5月7日から6月1日（必着）ま

でに、保険医療機関の所在地の地方厚生局長（関東信越厚生

局神奈川事務所）への届出が必要となるのでご留意いただき

たい（表1・2参照）。

　特に今次改定では、医療情報取得加算（医情）・医療DX推

進体制整備加算（医DX）は電子的歯科診療情報連携体制整備

加算へ再編、外来後発医薬品使用体制加算（外後発使）は地

域支援・外来医薬品供給対応体制加算へ再編される。歯科外来・

在宅ベースアップ評価料（歯外ベア）は施設基準が変更される。

そのため、医DX・外後発使・歯外ベアの既届出医療機関が6

月1日以降も変更・再編された点数を引き続き算定する場合に

は前述の期間内に改めての届出が必要となる。忘れずに届出

をしていただきたい（今次改定において医DX・外後発使・歯

外ベア以外の施設基準は、再届出は不要）。下表に届出や再届出

が必要な施設基準を提示したのでご参照いただきたい。

施設基準再届出等にご留意を

6/1からの算定は
5/7～6/1（必着）に要届出

〈表1〉主な新設点数の施設基準（届出が必要）

①電子的歯科診療情報連携体制整備加算1・2※1

②特別管理加算（歯科疾患管理料（歯管）の
　注12に規定する点数）

③口腔機能実地指導料※2

④地域支援・外来医薬品供給対応体制加算1・2・3※3

⑤歯科吸引麻酔または歯科静脈麻酔（Ⅱ）

⑥3次元プリント有床義歯

⑦歯科技工所ベースアップ支援料

（※1）医療DX推進体制整備加算（医DX）の既届出医療機関も届出が必要

（※2）研修については経過措置あり（当会では5月15日に研修会実施予定）

（※3）外来後発医薬品使用体制加算の既届出医療機関も届出が必要

〈表2〉主な施設基準の変更
 （既届出医療機関は再届出が必要）

（※4） 歯科外来・在宅ベースアップ評価料既届出医療機関であって

も改めて届出が必要。なお、2026年3月時点で歯科外来・在

宅ベースアップ評価料を算定している既届出医療機関が、「継

続して賃上げに係る取り組みを実施した保険医療機関」とし

ての点数を算定する場合にも様式95で届出する。

（※5） 2026年3月時点でベースアップ評価料を算定していないが、「継

続して賃上げに係る取り組みを実施した保険医療機関」が届

出可能。その際は様式95と様式98を届出する。

①歯科外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅰ）※4

②歯科外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅰ）の
　注5に関する施設基準※5

③歯科外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅱ）※4

④ 歯科外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅱ）の
　注5及び注6に関する施設基準※5

保
険
医
協
会
は
、
診
療
報
酬
算
定
や
レ
セ
プ
ト

保
険
医
協
会
は
、
診
療
報
酬
算
定
や
レ
セ
プ
ト

査
定
等
の
質
問
に
、
電
話
で
お
答
え
し
ま
す
！

査
定
等
の
質
問
に
、
電
話
で
お
答
え
し
ま
す
！
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１
）

０
４
５
‐
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１
３
‐
２
１
１
１
）

     

＊＊ 

診
療
報
酬
改
定
前
後
は
お
電
話
が
混
み
合
う
場
合
が

診
療
報
酬
改
定
前
後
は
お
電
話
が
混
み
合
う
場
合
が

ご
ざ
い
ま
す
。
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い

ご
ざ
い
ま
す
。
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。。

     

＊＊ 

協
会
に
査
定
（
減
点
）
内
容
に
関
す
る
ご
相
談
の
際

協
会
に
査
定
（
減
点
）
内
容
に
関
す
る
ご
相
談
の
際

に
は
、
増
減
点
連
絡
書
を
お
手
元
に
ご
用
意
の
上
、

に
は
、
増
減
点
連
絡
書
を
お
手
元
に
ご
用
意
の
上
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

歯　　　科歯　　　科
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新たなTNF阻害薬～オゾラリズマブ～

　オゾラリズマブ（OZR）は2022年にRAに対して

承認された、最新の抗TNF阻害薬で、国内初のナノ

ボディ製剤です。そもそも、ヒトIgG抗体は重鎖と

軽鎖からなる分子サイズが約150kDaのタンパク質

です。ラクダやアルパカ、ラマなどのラクダ科の哺

乳類は生体内で軽鎖のない、重鎖のみからなる免疫

グロブリンを産生することが知られています。その

ラマ重鎖抗体の可変領域を抜き出し、一本鎖で膠原

に特異的に血同可能な低分子抗体をナノボディと呼

びます。ナノボディは抗原に対して通常の抗体と同

様の親和性を有しており、耐酸性や耐熱性に優れ、

変性しても生理的条件に戻せば適切な構造が復活し

て活性が戻るという特徴を有します。OZRは2つの

抗ヒトTNFαナノボディと1つの抗ヒト血性アルブ

ミンナノボディがリンカーで結合した三量体構造の

ヒト化融合タンパク質です。アルブミン結合部位を

有することによって速やかに炎症部位に到達し、か

つ長い半減期を有することができると考えられてお

り、この効果は動物実験でも証明されております。

　当院でのRA 15例（女性9例、男性6例、平均年齢

69.6歳）に対する投与経験でも、患者疼痛visual 

analogue scale （VAS）は投与開始後4週で速やかに

改善し、24週まで経時的に改善を認めました。最新

のテクノロジーで開発され、これまでの抗TNF阻害

薬と大きく異なる構造を有する製剤であり、他の生

物学的製剤が無効などの難治症例に対する切り札と

なりうるのか、今後長期成績が期待されます。

　本講演では、関節リウマチの病態と薬物療法の基

本を概説した上で、外科治療が果たす役割を中心に

解説します。さらに、内科医や開業医の先生方が日

常診療の中で「どのような症状や所見を認めた場合

に整形外科へ紹介すべきか」「周術期の薬物療法管

理で注意すべき点は何か」といった実践的な視点に

ついても考えます。関節リウマチ診療を薬物療法と

外科治療の対立構造で捉えるのではなく、時間軸に

沿った連携医療として理解していただくことを、本

講演の目的とします。

横浜市立大学附属市民総合医療センター リウマチ膠原病センター

講師 針金 健吾氏

　　共催：神奈川県保険医協会／大正製薬株式会社

D2T症例に対する治療戦略と外科的手術療法

　そのようなD2T症例に対する治療戦略で重要な役

割を担うのが関節注射・装具療法・リハビリテーシ

ョンや外科的手術療法です。外科的手術療法は、RA

診療における ’最終手段’ではなく、薬物療法と適

切に組み合わせることで患者の日常生活動作（ADL）

や生活の質（QOL）を改善する治療手段として位置

づけられています。滑膜切除術は炎症の温床となる

滑膜を除去することで疼痛軽減や関節破壊進行の抑

制が期待でき、関節温存手術として現在も一定の意

義を有しています。また、進行した関節破壊に対し

ては人工関節置換術が行われ、手術手技やインプラ

ントの改良により、安定した成績が報告されていま

す。

　ここで手術療法の適応とタイミングが重要となっ

てきます。薬物療法によって炎症が抑制されていて

も、日常生活動作に支障を来す疼痛や可動域制限が

残存する場合、手術療法を検討する意義があります。

手術療法の目的は単なる疼痛除去ではなく、関節機

能を再建し、患者のADL・QOLを回復させることに

あります。そのため、多職種が連携し、疾患活動性

と構造障害の両面から患者を評価し適切なタイミン

グで手術療法に介入することが重要です。

関節リウマチ診療における薬物療法の進歩

　関節リウマチ（rheumatoid arthritis: RA）は関節

滑膜を病変の首座とする原因不明の疾患で、進行す

ると関節破壊や機能障害を来す全身性疾患です。か

つては ’進行性で不可逆的な関節破壊を避けられな

い疾患’と認識されていましたが、近年の病態解明

と治療法の進歩により、その診療は劇的に変化しま

した。現在では、早期診断・早期治療により、多く

の患者で滑膜炎を抑制し、良好な疾患コントロール

を維持することで関節破壊を予防し、社会生活を維

持することが可能となってきました。

　現在のRA診療では“Treat to Target （T2）”の考

え方に基づき寛解または低疾患活動性を明確な目標

とした治療が行われており、まずはアンカードラッ

グであるメトトレキサート（MTX）を可能な限り

早期に使用し、MTXで治療目標が達成できない場

合は生物学的製剤やヤヌスキナーゼ（janus kinase: 

JAK）阻害薬などの使用が推奨されています。これ

らの薬物療法は疾患活動性の抑制に極めて有効であ

り、関節破壊の進行を大きく抑制できるようになり

ました。一方で、薬物療法のみでは対応しきれない

関 節 疼 痛 や 変 形、 機 能 障 害 を 有 す る 難 治 症 例

（difficult to treat: D2T症例）も依然として存在しま

す。
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会場参加のお申込み・お問合せは、協会事務局（℡：045-313-2111）までご連絡ください

研究会研究会
案内案内

WEB参加の申込みは、協会
HP「いい医療ドットコム」
のイベントカレンダーから
もできます。「神奈川県保
険医協会」で検索を！

神奈川県保険医協会※  研究会に会場参加の際は、マスク着用・手指の消毒等の感染症対策にご協力ください。また発熱症
状等がある場合は参加をお控えください。　　　　　　　　　　※ 必ず事前にお申込みください。

※新型コロナウイルス感染拡大や天災等により、急遽開催形式を変更または中止させていただく場合がご
ざいます。その場合は当会HP「いい医療ドットコム」にて適宜お知らせします。予めご承知おき願います。

※ 協会行事においては、その模様を写真撮影し、記事とともに機関紙に掲載することがありますので予めご了承ください。

5月23日(土)午後2時30分～ 5月14日(木)午後7時～

市

民

公

開

講

座

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ

「
医
療
情
報
の
見
分
け
方
講
座

―
そ
の
医
療
情
報
、
フ
ェ
イ

ク
か
も
!?
家
族
を
守
る
視
点

を
身
に
つ
け
よ
う
！
―
」

講
演
①

テ
ー
マ
　「
健
康
・
医
療
情
報
の
見
極
め
方
・

向
き
合
い
方

―
が
ん
の
免
疫
療
法
を
中
心
に
―
」

講
　
師
　
日
本
医
科
大
学
武
蔵
小
杉
病
院

腫
瘍
内
科

　
　
　
　
教
授

勝
俣　

範
之
氏

講
演
②

テ
ー
マ
　「
補
完
代
替
療
法
へ
の
自
衛
策
」

講
　
師
　
弁
護
士
法
人
御
堂
筋
法
律
事
務
所

　
　
　
　
弁
護
士

山
崎　

祥
光
氏

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

：

定
員
８０
名

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

※
日
医
生
涯
教
育
講
座
Ｃ
Ｃ「
７
（
医
療
の
質
と
安
全
）」

２
単
位
申
請
中

　【
医
籍
番
号
の
入
力
に
つ
い
て
（
下
記
《
重
要
》
参
照
）】

※
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
「
イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー
」に

て
チ
ラ
シ（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
）を
配
布
中
で
す
。
院
内
掲
示
に
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
申
込
み
　
研
究
部

Ｊ
Ｏ
Ｙ
会
第
４４
回
研
究
会

　

知
っ
て
い
る
よ
う
で
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
多
い
産
婦

人
科
。
こ
ん
な
と
き
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
、
自
分
の

こ
と
、
家
族
の
こ
と
、
患
者
さ
ん
の
こ
と
、
基
礎
知
識
か

ら
人
に
聞
け
な
い
こ
と
ま
で
、
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
わ
い
わ

い
お
話
し
し
ま
し
ょ
う
。
質
問
大
歓
迎
で
す
。
※
講
演
後
、

２０
分
程
度
質
疑
応
答
の
時
間
を
設
け
て
お
り
ま
す
。

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
気
を
つ
け
た
い

産
婦
人
科
疾
患
」

講
　
師
　
サ
ラ
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長

菊
地　

紫
津
子
氏

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

お
申
込
み
　
Ｊ
Ｏ
Ｙ
会

5月15日(金)午後7時～ 5月2日(土)午後6時～
口
腔
機
能
実
地
指
導
料
の
施
設
基
準
研
修
会

歯

科

特

別

研

究

会

　

研
修
内
容
は
、
口
腔
機
能
発
達
不
全
症
お
よ
び
口
腔
機

能
低
下
症
の
概
要
、
検
査
法
、
訓
練
法
お
よ
び
実
地
指
導

方
法
等
（
入
院
患
者
や
在
宅
・
施
設
療
養
患
者
へ
の
対
応

を
含
む
）
に
係
る
内
容
で
す
。

と
こ
ろ
　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ラ
イ
ブ
配
信

講
　
師
　
保
土
ヶ
谷
ふ
み
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
院
長

高
橋　

史
典
氏

参
加
対
象

協
会
歯
科
会
員
の
医
療
機
関
に
勤
務
す
る
歯
科

衛
生
士
、
協
会
歯
科
会
員
本
人

参
加
方
法

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
も
し
く
は

協
会
Ｈ
Ｐ
よ
り
お
申
込
み

※
修
了
証
の
発
行
は
歯
科
衛
生
士
に
限

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
必
ず
「
参
加
者
本
人
の
氏
名
」
で
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
同
じ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
で
登
録
で
き
る
の
は
１

名
様
ま
で
で
す
。
同
じ
医
療
機
関
か
ら
複
数
名
で
お
申

込
み
さ
れ
る
場
合
は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
ア
ド
レ
ス
で
ご
登

録
く
だ
さ
い
。

※
参
加
申
込
完
了
後
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
よ
り
「
登
録
確
認
の
お

知
ら
せ
」
と
い
う
メ
ー
ル
が
届
き
ま
す
。
研
究
会
当
日

は
、
そ
の
メ
ー
ル
内
の
「
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
に
参
加
」
と
い

う
青
い
ボ
タ
ン
を
押
下
す
る
か
、
ボ
タ
ン
の
す
ぐ
下
に

あ
る
Ｕ
Ｒ
Ｌ
か
ら
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
な
お
、
開
催
１

日
前
お
よ
び
開
催
１
時
間
前
に
届
く
「
リ
マ
イ
ン
ダ
ー

メ
ー
ル
」
か
ら
も
参
加
可
能
で
す
。

※
講
演
の
途
中
参
加
、
途
中
退
出
、
確
認
テ
ス
ト
の
未
回

答
の
場
合
は
、
修
了
証
は
発
行
い
た
し
か
ね
ま
す
。
接

続
ト
ラ
ブ
ル
等
の
場
合
で
あ
っ
て
も
ご
対
応
い
た
し
か

ね
ま
す
。
必
ず
ご
自
身
で
接
続
環
境
な
ど
事
前
に
ご
確

認
の
上
、
ご
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
申
込
み
　
歯
科
研
究
部

臨

床

懇

話

会

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
ク
リ
ニ
ッ
ク
外
来
に

お
け
る
心
電
図

―
第
２
弾
『
不
整
脈
』
―
」

講
　
師
　
協
同
ふ
じ
さ
き
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
所
長

桑
島　

政
臣
氏

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

：

定
員
１
２
０
名

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

※
日
医
生
涯
教
育
講
座
Ｃ
Ｃ「
４３（
動
悸
）」１
単
位

　【
医
籍
番
号
の
入
力
に
つ
い
て
（
下
記
《
重
要
》
参
照
）】

お
申
込
み
　
研
究
部

無料動画配信を協会Ｈ
ホームページ

Ｐ「いい医療ドットコム」にて行っています（右記QRコード）。ぜひご視聴ください！ 
＊下記は一例です。一部コンテンツの視聴には会員限定のパスワードが必要です。ご存じでない方は ℡ 045-313-2111まで。

【臨床懇話会】

アプリを使った糖尿病診療アプリを使った糖尿病診療

講師： 西台駅前ますやま内科

　　　糖尿病クリニック

　　　院長 増山 敦氏

【歯科臨床研究会】

歯科用ジルコニアの進化と歯科用ジルコニアの進化と
臨床活用ポイント臨床活用ポイント

講師：愛知学院大学 歯学部

　　　歯科理工学講座

　　　非常勤講師（教授級） 

 伴 清治氏

【医療情報講演会】【医療情報講演会】

医療DXの義務的推進の問題と医療DXの義務的推進の問題と
オン資義務不存在訴訟の重要性オン資義務不存在訴訟の重要性

講師：    オンライン資格確認義務不存在 

確認等請求訴訟原告団事務局長

　　　東京保険医協会 理事

　　　医療法人社団いつき会 

　　　ハートクリニック

　　　院長 佐藤 一樹氏

研
究
会
参
加
費
に
つ
い
て

　
特
に
記
載
の
な
い
研
究
会
、
講
習
会
の
参
加
費
は
無
料
で
す
。
参
加
費
を

い
た
だ
く
研
究
会
は
、
電
話
で
お
申
込
み
の
上
、
郵
便
口
座
に
参
加
費
を
お

振
込
み
く
だ
さ
い
。
尚
、
通
信
欄
に
①
研
究
会
名
、
②
医
療
機
関
の
ご
連
絡

先
を
必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

郵
便
口
座
名

神
奈
川
県
保
険
医
協
会
　
口
座
番
号

０
０
２
６
０
‐
２
‐
２
２
２
０

◆
協
会
へ
お
越
し
の
皆
様
へ
（
お
願
い
）

　
協
会
に
駐
車
場
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
ご
自
身
で
駐
車
場
を
確
保
い
た
だ
く

か
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
㈱
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
の
登
録
商
標
で
す
。

※
《
重
要
》
神
奈
川
県
医
師
会
の
要
請
に
よ
り
、
日
医
生
涯
教
育
講
座
（
Ｃ
Ｃ
）
の
単

位
取
得
を
希
望
す
る
場
合
は
、
①
性
別
、
②
医
籍
登
録
番
号
、
③
（
医
師
会
会
員

の
場
合
は
）
所
属
郡
市
医
師
会
名
の
登
録
が
必
須
と
な
り
ま
す
（
２５
年
４
月
よ
り

変
更
）。
未
入
力
・
入
力
間
違
い
等
不
備
が
あ
る
場
合
、
単
位
を
取
得
い
た
だ
け
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
（
恐
れ
入
り
ま
す
が
、
当
会
は
一
切
の
責
任
を
負
い

か
ね
ま
す
）。
な
お
、
会
場
参
加
の
場
合
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
申
込
時
に
所
定
の
欄
に
ご
記

載
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加
で
単
位
取
得
を
希
望
す
る
場
合
は
参
加
時
間

が
単
位
取
得
に
影
響
し
ま
す
の
で
、
最
初
か
ら
最
後
ま
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

第
３２
期
第
２
回 

定
時
評
議
員
会
の
ご
案
内

定
時
評
議
員
会
の
ご
案
内

　

左
記
の
と
お
り
第

　

左
記
の
と
お
り
第
３２３２
期
第
２
回
定
時
評
議
員
会
を
開
催
い
た

期
第
２
回
定
時
評
議
員
会
を
開
催
い
た

し
ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
、
評
議
員
の
先
生
方
に
は
別
途
、

し
ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
、
評
議
員
の
先
生
方
に
は
別
途
、

往
復
は
が
き
を
郵
送
し
て
お
り
ま
す
。
恐
れ
入
り
ま
す
が
、
ご

往
復
は
が
き
を
郵
送
し
て
お
り
ま
す
。
恐
れ
入
り
ま
す
が
、
ご

確
認
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

確
認
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

と
　
き

と
　
き
　
５
月
９
日
（
土
）
午
後
５
時
～
６
時

５
月
９
日
（
土
）
午
後
５
時
～
６
時

と
こ
ろ

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

【【
議
題
議
題
】】

　
第
１
号
議
案
　

第
１
号
議
案
　
２
０
２
５
年
度
活
動
報
告
の
承
認
を
求
め
る
件

２
０
２
５
年
度
活
動
報
告
の
承
認
を
求
め
る
件

　
第
２
号
議
案
　
２
０
２
６
年
度
活
動
方
針
案
の
件

　
第
２
号
議
案
　
２
０
２
６
年
度
活
動
方
針
案
の
件

　
第
３
号
議
案
　
２
０
２
６
年
度
予
算
案
の
件

　
第
３
号
議
案
　
２
０
２
６
年
度
予
算
案
の
件

     
     

　
経
理
委
員
会
報
告

　
経
理
委
員
会
報
告

　
第
４
号
議
案
　
総
会
決
議
文
起
草
委
員
選
出
の
件
に
つ
い
て

　
第
４
号
議
案
　
総
会
決
議
文
起
草
委
員
選
出
の
件
に
つ
い
て

　
第
５
号
議
案
　
功
労
者
及
び
敬
寿
会
員
の
表
彰
に
つ
い
て

　
第
５
号
議
案
　
功
労
者
及
び
敬
寿
会
員
の
表
彰
に
つ
い
て

　
特
別
報
告
　
　
春
の
会
員
増
加
推
進
月
間
に
つ
い
て

　
特
別
報
告
　
　
春
の
会
員
増
加
推
進
月
間
に
つ
い
て

【
懇
親
会
】　

【
懇
親
会
】　
午
後
６
時

午
後
６
時
１５１５
分
～
７
時

分
～
７
時
４０４０
分
（
予
定
）

分
（
予
定
）

　
　
　
　
　
　
　

２
０
２
６
年
４
月

　
　
　
　
　
　
　

２
０
２
６
年
４
月

　
　
　
　
　
　
　

神
奈
川
県
保
険
医
協
会

　
　
　
　
　
　
　

神
奈
川
県
保
険
医
協
会

　
　
　
　
　
　
　

第

　
　
　
　
　
　
　

第
３２３２
期
評
議
員
会
議
長

期
評
議
員
会
議
長 

伴　

孝

伴　

孝

5月23日(土)午後6時～

写
真
教
室
（
旧
・
写
真
合
評
会
）

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室

講
　
師
　
日
本
写
真
家
協
会
会
員

　
　
　
　
二
科
会
写
真
部
会
員

榊
原　

俊
寿
氏

参
加
費
　
５
０
０
円
（
当
日
支
払
）

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

定
　
員
　
１０
名

※
持
参
作
品
は
一
人
１０
点
ま
で
。
紙
焼
き
、
デ
ジ
タ
ル
デ

ー
タ
、
白
黒
・
カ
ラ
ー
、
サ
イ
ズ
不
問
で
す
。
六
つ
切

り
、
Ａ
４
サ
イ
ズ
な
ど
の
作
品
は
協
会
会
議
室
へ
の
展

示
の
た
め
、
お
借
り
す
る
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。
デ
ジ

タ
ル
デ
ー
タ
の
場
合
は
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
な
ど
で
お
持
ち

込
み
く
だ
さ
い
。

お
申
込
み
　
文
化
部

【医療問題研究会】【医療問題研究会】

知ろう、ともに考えよう、知ろう、ともに考えよう、
social choiceとしての医療social choiceとしての医療

講師： 日本医師会

　　  総合政策研究機構

　　  主席研究員 森井 大一氏

施設基準

【相模原支部研究会相模原支部研究会】

講師： 株式会社Dental Happy

 野﨑 卓朗氏

2026年 医療業界の2026年 医療業界の
採用最前線採用最前線

ー人材不足時代の採用・ー人材不足時代の採用・
定着・組織づくりー定着・組織づくりー



豊
富
な
写
真
を
も
と
に
語
る

「
欧
州
の
医
学
史
」を
テ
ー
マ
に
研
究
会
開
催

　

去
年
の
夏
、
人
生
で
初
め

て
犬
を
迎
え
た
。
中
型
の
保

護
犬
マ
ッ
コ
イ
。
知
人
に
勧

め
ら
れ
た
保
護
犬
団
体
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
妻
が
一
目
惚

れ
し
た
の
が
、
こ
の
マ
ッ
コ

イ
。
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た

の
だ
が
、
妻
は
幼
い
頃
か
ら

大
き
な
犬
を
飼
う
こ
と
が
夢

だ
っ
た
ら
し
い
。
ふ
わ
ふ
わ

と
し
た
白
色
に
淡
い
ベ
ー
ジ

ュ
の
長
毛
、
ミ
ル
ク
多
め
の

ミ
ル
ク
テ
ィ
色
。
耳
は
ピ
ン

と
立
っ
て
い
る
の
だ
が
、
耳

　

川
崎
支
部
は
４
月
17
日
、

「『
欧
州
の
医
学
の
歴
史
』
を
訪

ね
る
旅
」
を
テ
ー
マ
に
Ｗ
Ｅ
Ｂ

限
定
で
支
部
研
究
会
を
開
催
。

46
名
が
視
聴
し
た
。
当
日
は
協

同
ふ
じ
さ
き
ク
リ
ニ
ッ
ク
所

長
桑
島　

政
臣
氏
が
講
師
を

務
め
、
欧
州
の
解
剖
学
・
感
染

症
等
を
は
じ
め
と
し
た
医
学
の

歴
史
に
つ
い
て
時
系
列
で
紹
介

し
つ
つ
、
自
身
が
実
際
に
訪
れ

た
史
跡
に
つ
い
て
写
真
を
豊
富

に
用
い
な
が
ら
解
説
し
た
。

　

氏
は
、
世
界
四
大
文
明
（
エ

ジ
プ
ト
文
明
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア

文
明
、
イ
ン
ダ
ス
文
明
、
中
国

文
明
）
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

医
神
（
医
療
の
神
）
が
い
た
と

紹
介
。
エ
ジ
プ
ト
文
明
で
は
イ

ム
ホ
テ
プ
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
文

明
で
は
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
、
イ

ン
ダ
ス
文
明
は
ア
ー
ユ
ル
・
ベ

ー
ダ
、
中
国
文
明
で
は
神
農
等

が
そ
れ
ぞ
れ
信
仰
さ
れ
て
い

た
。
こ
の
中
で
唯
一
イ
ム
ホ
テ

プ
だ
け
は
神
格
化
さ
れ
て
い
る

も
の
の
、
実
在
し
て
い
た
こ
と

が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

ギ
リ
シ
ャ
神
話
に
登
場
す
る
オ

リ
ン
ポ
ス
の
十
二
神
で
は
ア
ポ

ロ
ン
が
医
術
を
司
る
神
と
し
て

信
仰
を
集
め
て
い
た
。
そ
う
い

っ
た
古
代
文
明
・
神
話
等
の
話

を
皮
切
り
に
、
氏
が
実
際
に
訪

れ
た
欧
州
の
史
跡
等
の
写
真
を

提
示
し
つ
つ
、
医
学
の
歴
史
に

つ
い
て
解
説
し
た
。
当
日
研
究

会
で
投
影
さ
れ
た
ス
ラ
イ
ド
資

料
は
１
７
８
枚
だ
が
、
そ
の
大

半
が
氏
が
実
際
に
欧
州
で
撮
影

し
た
写
真
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
氏
は
解
剖
学
史
に
触

れ
る
な
か
で
、
イ
タ
リ
ア
、
パ

ド
ヴ
ァ
大
学
の
人
体
解
剖
教
室

に
つ
い
て
も
紹
介
。
現
地
で
個

人
が
撮
影
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
４
０
０
年
以
上
前
よ
り

人
体
解
剖
を
行
っ
て
お
り
、
解

剖
が
行
わ
れ
た
と
い
う
部
屋
に

つ
い
て
解
説
し
た
。
当
時
こ
こ

で
人
体
解
剖
さ
れ
た
の
は
犯
罪

者
が
多
く
、
さ
ら
に
は
一
般
公

開
も
さ
れ
た
と
い
う
驚
き
の
話

も
さ
れ
た
が
、
死
臭
が
街
中
に

　

ま
た
、
欧
州
に
旅
行
に
行
く

際
は
、
ぜ
ひ
そ
の
都
市
に
あ
る

墓
地
を
訪
ね
て
み
て
ほ
し
い
と

述
べ
、
例
え
ば
フ
ラ
ン
ス
・
パ

リ
の
ペ
ー
ル
・
ラ
シ
ェ
ー
ズ
墓

地
は
非
常
に
大
き
く
、
見
ご
た

え
が
あ
る
と
紹
介
し
た
。
日
本

の
墓
地
と
異
な
り
欧
州
の
墓
地

は
現
地
の
人
が
子
ど
も
を
連
れ

て
散
歩
し
た
り
、
読
書
を
楽
し

む
な
ど
公
園
の
よ
う
な
雰
囲
気

が
あ
る
と
し
、
墓
地
を
歩
き
著

名
人
の
名
前
を
見
つ
け
て
み
る

だ
け
で
も
面
白
く
、
ぜ
ひ
お
ス

ス
メ
し
た
い
と
語
っ
た
。
さ
ら

に
、
旅
行
中
に
文
章
情
報
を
撮

影
し
て
お
く
と
、
生
成
Ａ
Ｉ
が

ラ
テ
ン
語
な
ど
の
古
い
言
葉
も

翻
訳
可
能
な
た
め
、
帰
国
後
ゆ

っ
く
り
解
読
し
、
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
と
語
っ
た
。

　

本
研
究
会
に
つ
い
て
は
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｈ

Ｏ
Ｉ
Ｔ
Ｖ
）
上
で
ア
ー
カ
イ

ブ
配
信
（
会
員
限
定
）
し
て
い

る
た
め
、
ぜ
ひ
ご
視
聴
い
た
だ

き
た
い
。

蔓
延
し
た
等
の
問
題
か
ら
、
次

第
に
一
般
公
開
は
さ
れ
な
く
な

っ
た
と
の
経
緯
も
語
ら
れ
た
。

　

感
染
症
に
つ
い
て
は
古
く
か

ら
人
類
を
苦
し
め
て
き
て
お

り
、
ペ
ニ
シ
リ
ン
の
発
見
や
手

洗
い
に
よ
る
感
染
予
防
な
ど
を

通
し
て
感
染
対
策
は
か
な
り
向

上
し
て
き
た
も
の
の
、
ウ
イ
ル

ス
の
種
類
は
増
え
て
お
り
、
抗

生
剤
が
効
か
な
い
ケ
ー
ス
も
あ

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
や
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

－

19
な
ど
の
流
行
問
題
を
例
に
出

し
つ
つ
、
医
学
が
発
展
し
た
現

代
に
お
い
て
も
「
感
染
症
の
流

行
」
は
ま
だ
ま
だ
課
題
が
大
き

い
と
し
た
。

先
が
わ
ず
か
に
垂
れ
て
い
る

と
こ
ろ
が
ま
た
か
わ
い
い
。

ス
タ
イ
ル
も
良
く
手
足
が
長

い
。
凛
と
し
た
立
ち
姿
…
。

一
目
惚
れ
と
は
こ
う
い
う
こ

と
か
…
。
私
も
す
ぐ
に
納
得

し
た
。
し
か
し
、
元
野
犬
・

す
で
に
成
犬
・
中
型
犬
・
１

日
２
回
の
１
時
間
弱
の
散
歩

…
と
初
心
者
に
は
難
題
が
立

ち
は
だ
か
っ
た
。

　

実
際
に
マ
ッ
コ
イ
と
の
生

活
が
始
ま
る
と
、
心
配
は
い

い
意
味
で
裏
切
ら
れ
た
。
散

歩
が
大
好
き
で
と
て
も
上

手
。
家
で
も
い
た
ず
ら
も
な

く
驚
く
ほ
ど
お
利
口
だ
。
最

近
は
「
お
手
」
も
覚
え
、
誇

ら
し
げ
に
前
足
を
、
時
に
両

足
を
差
し
出
す
姿
に
、
家
族

全
員
が
笑
顔
に
な
る
。
我
が

家
に
は
３
人
の
息
子
と
、
オ

ス
の
オ
キ
ナ
イ
ン
コ
と
、
ネ

ザ
ー
ラ
ン
ド
・
ド
ワ
ー
フ
と

い
う
ウ
サ
ギ
と
、
二
匹
の
亀

が
い
る
。
気
づ
け
ば
男
の
子

だ
ら
け
。
そ
の
中
で
マ
ッ
コ

イ
は
元
野
犬
と
は
思
え
な
い

穏
や
か
さ
で
、
今
日
も
家
族

の
中
心
に
ち
ょ
こ
ん
と
座
っ

て
い
る
。
う
ち
の
自
慢
の
愛

犬
だ
。

私の

今回は〝ペット

〝

寄稿コーナー

私の愛犬
我が家が初めて迎えた犬

中原区　田村　義民

第56回川崎支部総会のご案内
　川崎支部の2026年度１年間の活動方針を決める重要な
会です。また、2025年度の活動についての報告を行いま
す。支部会員の皆様のご参加をお願い申し上げます。
（2025年度活動報告案、2026年度活動方針案：裏面）

と　き：5月25日（月）午後７時10分～
ところ：川崎市医師会館（３階「ホール」）
＊ 通信環境の確保が難しいため、当日のWEB配信はございませ
ん。ご了承ください。
（後日、ホームページにて記念講演の動画を配信予定です）

総会議事  議　　題： ▽2025年度活動報告案の承認を求める件
▽2026年度活動方針案の承認を求める件

　　　　 参加対象：支部会員

記念講演  総会議事に引き続き午後７時３０分から開催。

テーマ：やさしく学ぶ、こころの漢方
講　　師：かえるメンタルクリニック　院長　陶山　亨氏
参加対象：会員（医療機関スタッフ・ご家族も可）

　昨年に引き続き、精神科外来での漢方薬の活用につい
てご紹介いたします。こころの治療で、とても役に立つ
漢方薬について、新たな症例や、一歩踏み込んだ内容を
含め、できるだけ分かりやすくお伝えしたいと思ってい
ます。精神科・心療内科だけでなく、多くの科の先生方
の日々のご診療に役立つ内容をご紹介したいと思います

お申込み：ＴＥＬ ０４５－３１３－２１１１
　　　　　（ ４月中旬にお送りしたFAXのご返送でもお

申込みできます。）

ペール・ラシェーズ墓地
（フランス・パリ）

パドヴァ大学
（イタリア・パドヴァ）

講師：桑島　政臣氏



１．支部幹事会の開催
【2025年度活動方針】
　支部幹事会の活性化を図るべく、原則として隔月で支部幹
事会を開催し、支部会員にとってより有益な情報の共有化、
時期にかなった研究会企画などの具体化を図る。ＷＥＢ開催
（または併用）により、幹事会に参加しやすい環境を作る。
【活動内容】
　原則として隔月で支部幹事会を開催している。2025年度は
計６回開催しており、うち５回はWEB限定開催、最後の１
回は５月の支部総会前に、川崎市医師会館にて会場開催して
いる。
　幹事会では、情勢検討や、支部研究会の企画検討、保険医
新聞川崎支部版の発行、小児医療費助成制度に関する取り組
み（こども連絡会での活動含む）が中心議題となった。
【成果】
・ WEB開催により、引き続き若手幹事を中心として出席率
が高かった。また幹事会では、出席幹事の全員が何らかの
形で一言は発言するようにしており、診療科目や年代を問
わずに自由な意見が交わされ、多様な意見をくみ取ること
ができた。

【教訓】
・ 引き続き様々な意見を拾い上げ、支部活動の充実を図る。

２．支部幹事および評議員充足の取り組み
【2025年度活動方針】
　支部幹事・オブザーバーの増員、および、評議員の充足に
努める。幹事の発掘では、特に医科の増員に引き続き努める。
若手懇や会員取材、他部署との連携を強化することで支部会
員の発掘に努める。
【活動内容】
　支部幹事・オブザーバーに関して増員に繋げることができ
なかった。
【教訓】
・ 支部幹事・オブザーバーについては、幹事からの情報提供
等から候補者の発掘を行う。
・ 評議員については、定数21名に対し充足数８名という状況
のため引き続き補充に向けて動いていく。

３．医療運動
【2025年度活動方針】
　従来通り各種健（検）診、医療費助成制度の動きを注視し、
住民のための医療諸制度の拡充に向け、医療団体としての力
量を活かした諸団体への情報提供と講師派遣を行う。議員、
行政ほか、医師会等関係団体との懇談を積極的に設定していく。
【活動内容】
　幹事会では、2024年診療報酬改定と、この間の物価高・人
件費の高騰が医院経営にどれだけ影響を及ぼしているか調査
した「経営に関する会員アンケート」（協会税対経営部が実施）
の結果が報告された他、電子処方箋の導入や、スマートフォ
ンのマイナ保険証利用開始、2026年診療報酬改定の内容等に
ついて意見交換を行った。川崎市の小児医療費助成制度等に
ついては、下記「６.共闘関係」を参照。
【成果】
・ 幹事会で、診療報酬改定や、電子処方箋の導入等について
情報共有・意見交換した。川崎市の小児医療費助成制度の
改善要望を共闘団体とともに実施した。

【教訓】
・ 地域・時勢に応じた支部会員の要求・要望に沿った運動を
展開すべく、幹事会を中心として意見交換および検討を引
き続き重ねる。

４．会員増加の取り組み
【2025年度活動方針】
　会員増加目標を10名とし、未入会の開業医については、原
則一度は訪問することとする。特に院長交代時には、組織部
との連携も図り、「会員」として途切れさせないアプローチ
をする。
【活動内容】
　事務局員を中心として電話掛けや訪問を行い、会員拡大へ
取り組んだ。
【成果】
・ 新規で●名の入会に繋がった。
【教訓】
・ 引き続き会員増加の取り組みを強化する。

５．医科・歯科連携の推進と研究会活動
【2025年度活動方針】
　支部ならではの研究会を企画し、適宜、会員の要望を汲む
企画を実施する。
【活動内容】

の方針を受けて」と題した声明を発出。声明では、「連絡会の
活動が市を動かした」と活動の意義を強調。小児医療費助成
制度が拡充されるのは2026年９月の見込みとなっているが、
来年９月を待たず、一刻も早く施行してほしいと要望も行った。
　11月16日に開催された保団連の地域医療活動集会では、二
村副支部長が川崎こども連絡会の取り組みと活動の成果につ
いて報告を行った。当日は1993年５月の結成以来、署名活動
や議員懇談などを通して川崎市の小児医療費助成制度を少し
ずつ拡充してきた歴史を紹介。「粘り強い市議会・市への働
きかけ、他団体との共闘による署名の積み上げが、18歳まで
の対象拡大および一部負担金撤廃という成果につながった」
と強調した。

②川崎市社会保障推進協議会（以下、社保協）
　花田支部長を代表委員の一人とし、月１回の幹事会に担当
事務局員が参加した。
　幹事会では、保険証の存続を求める運動、難聴者の補聴器
助成制度の創設を求める運動等について協議した。
　９月には2026年度の予算要望を市に提出。26年９月から実
施を予定している小児医療費助成制度拡充の前倒し実施や難
聴者の補聴器助成制度の創設等を求めた。2026年１月には予
算要望書への市からの回答をうけて、市との懇談を実施した。
３月末に期間延長も終了する小児ぜん息患者医療費支給事業
の対象者に関し、小児医療費助成制度が拡充される９月まで
の間の対応について確認したところ、公平性の観点から市と
して対応は行わないとの回答があった。また、その他事項も
前向きな回答は少なかったものの、来年度も引き続き市に対
し改善要求を行っていく。
　12月の社保協総会では、全ての議題が承認され、引き続き学
習や市への要請等の活動を活発に行っていくことを確認した。
【成果】
・ 連絡会活動において、陳情署名の集約、記者会見等を通し
て、この間連絡会が川崎市に求めてきた「窓口一部負担金
の完全撤廃」「対象年齢18歳までの拡充」の２点について
２点とも実現させることができた。
・ 社保協においては、保険証の存続を求める運動、OTC類
似薬の保険適用除外・追加負担等について情報共有した。

【教訓】
・ 連絡会の活動においては、署名の集約・記者会見・各派議
員懇談等にて市民（団体）と連携・共闘をしたこと、懇談
では小児医療費助成制度の拡充の必要性について全ての会
派と懇談し、理解を得られたことが要望の実現につながっ
たと考えられる。
・ 社保協について、市内の全般的な福祉制度の向上に向けて
引き続き協力する。

７．保険医新聞「川崎支部版」の発行
【2025年度活動方針】
　支部会員にとって有益な情報を提供するため、常に川崎支
部版紙面の改善を図る。発行回数を年３回として、緊急性が
あるときにプラス１号の発行とすることを試みる。
　寄稿や取材を通じ、会員との双方向の交流に努める。
【活動内容】
　発行月は、総会報告の７月、新年の抱負を示す１月、総会
開催案内となる４月の計３回。
　７月25日号は、表面に支部総会および記念講演の報告、川
崎市こどもの医療費無料化を求める連絡会（以下、連絡会）
の会派回り（自民党）、2025年５月に開催した支部研究会「過
敏性腸症候群の病態と治療および鑑別診断」の詳報を掲載。
裏面には、共産党川崎市議団と「医院経営の窮状」をテーマ
に行った懇談の報告、連絡会が小児医療費助成制度の拡充を
求めて川崎市に陳情署名を提出・あわせて記者会見を開いた
ことの報告の他、寄稿「私の○○」を掲載している。
　１月25日号は、表面に連絡会の活動により、2026年９月か
ら川崎市で「18歳まで医療費無償化」が実現することになっ
た旨の報告と、恒例の「支部幹メンバーに聞く2026年私の抱
負」を掲載。裏面には、連絡会が７月に実施した会派周り（み
らい、共産党、川崎・維新、公明党の計４会派）の報告、20
25年12月に開催した支部研究会「知っておきたい　医療機関
におけるペイシェントハラスメントのポイントと対策」の詳
報、および寄稿「私の○○」を載せた。
　４月25日号は、支部総会・記念講演の案内、寄稿「私の○
○」、2026年４月17日に開催した支部研究会「『欧州の医学の
歴史』を訪ねる旅」の詳報、2025年度活動報告・2026年度活
動方針（案）を掲載した。
【成果】
・ 川崎市政を大きく動かした連絡会の取り組みの紹介や、研
究会報告等を掲載し、会員に情報提供できた。また、寄稿
「私の○○」を継続して掲載し、会員にとって親しみやす
い紙面となるよう努力した。

【教訓】
・ 会員に寄り添った記事内容にするべく、会員ニーズを汲み
取り、更なる紙面の充実を図る。

　支部研究会として、12月２日に「知っておきたい　医療機
関におけるペイシェントハラスメントのポイントと対策」を
テーマに、WEB限定で川崎支部研究会を開催。当日は法律
事務所クレインの弁護士 大野美樹氏が講師を務め、90名が
参加した。
　氏は、2025年６月の法改正に伴い、患者や家族からのハラ
スメント（ペイハラ）に医療機関も組織として対応することが
法律で明確に求められるようになったとし、医療機関が取る
べき対応についても解説した。また2019年12月発出の応召義
務に関する通知をもとに「患者を診療しないことが正当化さ
れる（応召義務違反にならない）」事例についても具体的に紹
介。クレームの内容が単なる言いがかりである場合は業務妨
害であるとの認識のもと、毅然と対処することが大事とした。
　また、４月17日には「『欧州の医学の歴史』を訪ねる旅」
をテーマに協同ふじさきクリニック所長の桑島　政臣氏が講
演した（以下追記予定）。
【成果】
・ 支部研究会において、患者からのハラスメント対策や、毎
回参加者からの評価が高い「欧州の医学の歴史」をテーマ
にした研究会等、会員ニーズに沿ったテーマで開催するこ
とができた。協会ホームページでアーカイブ配信をするこ
とで、当日参加できなかった会員も動画視聴できるように
した。

【教訓】
・ 引き続き、幹事会での議論をもとに会員ニーズの高いテー
マの研究会開催を行っていく。

６．共闘関係
【2025年度活動方針】
　小児医療費助成制度について引き続き「川崎市こどもの医
療費無料化を求める連絡会」と連携し改善運動を強める。
　社会保障全般については、川崎市社会保障推進協議会との
連携を強化し、医療専門団体として社保充実のための運動に、
役員・事務局の派遣等の協力を継続する。
【活動内容】
①川崎市こどもの医療費無料化を求める連絡会（以下、連絡会）
　連絡会の定例会議（●回）への出席および関連活動は、主
に二村副支部長および担当事務局員が対応。前年度に引き続
き「窓口一部負担金の完全撤廃」「対象年齢18歳までの拡充」
を掲げ、「川崎市こどもの医療費無料化を求める連絡会」と
共闘して運動展開した。
　まず、前年度に集約を始めた陳情署名を６月２日に川崎市
議会に提出。６月19日に記者会見を開き、二村副支部長をは
じめ、子どもを持つ市民ら８名が一部負担金の撤廃と対象年
齢の拡充の必要性を訴えた。記者会見の模様は６月19日の夕
方と夜にテレビ神奈川で報じられた他、６月20日に神奈川新
聞でも報道された。テレビ神奈川で報じられたニュースはヤ
フーニュースにも転載され、全国区で知られることとなるな
ど、大きな反響を呼んだ。
　７月には、2026年度予算ヒアリング等を通して市議会５会
派（全会派）と懇談を行った。連絡会からの要望は、「窓口
一部負担金の撤廃」と「18歳までの対象引き上げの検討」の
２点。「自民党」からは、加藤副団長、青木・末永・本間・
松原各議員、および、国会議員秘書６名、「みらい」からは、
木庭団長、押本・鈴木・林各副団長、「共産党」からは、宗
田団長、井口・市古両副団長、石川・後藤・渡辺各議員、「川
崎・維新」からは、重冨団長、仁平副団長、「公明党」からは、
川島副団長、枝川・平山両議員―が対応した。自民党からは
前回同様、必要性の乏しい頻回な受診が惹起されるのではな
いかと懸念が示される一方、「川崎市長に、現行の小児医療
費助成制度が抱える問題について聞いてみたい」等制度改善
に向け前向きな発言もあった。他の各党からは「多摩川格差」
の話にも触れられ、「一部負担金撤廃と対象年齢の拡充を主
張する連絡会の要望には強く共感する。拡充に向け市に働き
かけをしていきたい」等、肯定的且つ前向きな反応が寄せら
れた。
　７月24日には、６月２日に市に提出した陳情署名の審議が
文教委員会で行われ、賛成多数で「趣旨採択」されるという
成果を上げた。最終的に陳情署名は、8666筆集約している（提
出者１名含む。2025年２月から、審議当日までに集約し、市
に提出した署名筆数）。陳情が趣旨採択されたことを受け、
連絡会は８月６日付で声明を発出。声明は、趣旨採択で終わ
りにすることなく、陳情内容を早期に実現するよう市に求め
るもの。その後８月25日、川崎市長は定例会見で、川崎市の
小児医療費助成制度の「一部負担金500円を撤廃」し、「対象
年齢を18歳まで」拡充することを表明。この間、陳情で求め
たことの全項目が実現することとなり、長年残存していた
「500円の一部負担金」撤廃までもが決まり、連絡会の長きに
渡る活動が実を結んだと言える。
　市長の定例会見後、川崎市は「小児医療費助成制度の拡充
（案）」についてパブコメを募集しており、連絡会からは市長の
英断に心より賛同する内容で市に送付している。また、連絡
会は10月21日付で「18歳まで川崎市こども医療費無償化 実現

川崎支部 2025年度活動報告（案）

　2026年度は、地域医療を 守り改善する取り組みを重点課
題とし、優先的に取り組むこととする。

１．支部幹事会の開催
　支部幹事会の活性化を図るべく、原則として隔月で支部幹
事会を開催し、支部会員にとってより有益な情報の共有化、
時期にかなった研究会企画などの具体化を図る。ＷＥＢ開催
（または併用）により、幹事会に参加しやすい環境を作る。

２．支部幹事および評議員充足の取り組み
　支部幹事・オブザーバーの増員、および、評議員の充足に
努める。幹事の発掘では、特に医科の増員に引き続き努める。
若手懇や会員取材、他部署との連携を強化することで支部会

要望を汲む企画を実施する。

６．共闘関係
　小児医療費助成制度について引き続き「川崎市こどもの医
療費無料化を求める連絡会」に参加し、川崎市の小児医療費
を巡る現況で改善すべき点があるか検討する。川崎市の医療
費助成制度等社会保障全般については、川崎市社会保障推進
協議会との連携を強化し、医療専門団体として社保充実のた
めの運動に、役員・事務局の派遣等の協力を継続する。

７．保険医新聞「川崎支部版」の発行
　支部会員にとって有益な情報を提供するため、常に川崎支
部版紙面の改善を図る。発行回数を年２回（１月と４月）と
して、緊急性があるときにプラス１号の発行とすることを試
みる。
　寄稿や取材を通じ、会員との双方向の交流に努める。

員の発掘に努める。

３．医療運動
　従来通り各種健（検）診、医療費助成制度の動きを注視し、住
民のための医療諸制度の拡充に向け、医療団体としての力量
を活かした諸団体への情報提供と講師派遣を行う。議員、行
政ほか、医師会等関係団体との懇談を積極的に設定していく。

４．会員増加の取り組み
　会員増加目標を10名とし、未入会の開業医については、原
則一度は訪問することとする。特に院長交代時には、組織部
との連携も図り、「会員」として途切れさせないアプローチ
をする。

５．医科・歯科連携の推進と研究会活動
　支部ならではの文化行事や研究会を企画し、適宜、会員の

川崎支部 2026年度活動方針（案）
＊活動報告案にある黒丸部分や実施回数等は、年度末に適宜更新します。



相模原支部　LINE WORKS（ラインワークス）へのお誘い
相模原支部では、LINE感覚で会員同士が相互交流で
きるコミュニケーションツールを活用しています。
会員への迅速な情報配信や会員ニーズの把握を目的
としています。
現在、支部幹事12名、一般会員17名が参加しています。

対　　象：神奈川県保険医協会 相模原支部会員
管 理 者：保険医協会 相模原支部 副支部長　関 知之
お問合せ：電話☎045－313－2111（相模原支部事務局あて）

第59回相模原支部総会のご案内
と　　き：2026年5月13日（水）　午後7時50分から
と こ ろ：小田急ホテルセンチュリー相模大野内 8階「みずなら」
　　　　　  神奈川県相模原市南区相模大野3－8－1　相模大野ステーションスクエア8F
　　　　　午後7時50分から
議　　題：第1号議案　2025年度活動報告の承認を求める件
　　　　　第2号議案　2026年度活動方針（案）の承認を求める件
　　　　　第3号議案　支部役員選出の件
参加対象：支部会員
　　　　　午後8時15分から（質疑応答含む45分）

テーマ：「医療者が知っておきたいPFASの話」
　 　有機フッ素化合物の総称であるPFASは、優れた撥水・撥油性を背景に、泡消火剤
や塗料、調理器具のコーティングなど、使用が広がっている。一方で、環境中で極
めて分解されにくく、生体内蓄積の特性や発がん性、心血管疾患などとの関連も指
摘される。国際的に使用規制が進む中、相模原市の道保川の魚類から高濃度のPFAS
が検出されるなど、身近な地域で環境汚染が報告されている。
　 　講演では、PFASの基礎知識から健康影響に関する最新の知見、さらには臨床現場
における留意点までをお話しいただく。
講　　師：さがみ生協眼科・内科　内科部長　牛山　元美　氏
参加対象：会員（医療機関スタッフ、ご家族も可）　定　　員：20名
※総会議事、記念講演の参加申込は相模原支部担当まで（☎045－313－2111）

総会議事

記念講演
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部
は
恒
例
の
城
跡

巡
り
を
「
小
田
原
石
垣
山
一

夜
城
跡
」
を
テ
ー
マ
に
行
っ

た
。
支
部
会
員
や
そ
の
家
族

等
17
名
が
参
加
。
ガ
イ
ド
は

小
沼
副
支
部
長
の
他
、
小
田

原
ガ
イ
ド
協
会
神
田
氏
な
ど

が
務
め
た
。

　

雨
天
中
止
も
危
惧
さ
れ
た

が
、
当
日
は
〝
ぬ
か
る
み
〞

す
ら
ほ
と
ん
ど
な
い
ハ
イ
キ

ン
グ
日
和
と
な
っ
た
。
参
加

者
は
わ
ず
か
80
日
ほ
ど
で
建

造
さ
れ
た
と
は
思
え
な
い
見

事
な
石
垣
を
見
学
。
石
垣
は

加
工
を
控
え
た
自
然
石
を
使

っ
て
積
み
上
げ
る
「
野
面
積

み
」
で
、
石
工
集
団
〝
穴
太

衆
〞
の
高
い
技
術
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
。
そ
の
他
、
天

守
跡
に
残
る
瓦
や
小
田
原
城

と
相
模
湾
を
見
下
ろ
す
眺
望

に
も
触
れ
、
歴
史
へ
の
思
い

を
馳
せ
た
。

　

一
同
は
一
夜
城
・
西
曲
輪

跡
で
の
昼
食
後
、
み
か
ん
畑

の
旧
い
道
を
下
り
、
早
川
港

へ
。
道
す
が
ら
満
開
の
桜
と

眼
下
に
広
が
る
海
を
楽
し
ん

だ
。
早
川
港
の
小
田
原
ち
ょ

う
ち
ん
灯
台
を
経
由
し
て
、

小
田
原
駅
に
向
か
う
道
中
、

小
田
原
宿
観
光
回
遊
バ
ス

「
う
め
ま
る
号
」
に
乗
車
し

な
が
ら
、
小
田
原
城
の
桝
形

門
や
土
塁
跡
な
ど
も
チ
ェ
ッ

ク
。
小
沼
副
支
部
長
の
綿
密

な
計
画
に
基
づ
き
、
今
回
の

見
学
ポ
イ
ン
ト
を
制
覇
し

た
。
小
田
原
駅
で
は
、
ミ
ナ

カ
小
田
原
14
Ｆ
の
展
望
足
湯

庭
園
に
上
り
、
小
田
原
城
と

そ
の
西
方
に
そ
び
え
る
石
垣

山
の
位
置
関
係
を
再
度
確
認

し
て
解
散
し
た
。

　

終
了
後
に
は
、
有
志
12
名

が
「
小
田
原
産
朝
ど
れ
地
魚

が
売
り
の
湘
南
大
衆
横
丁
」

で
懇
親
会
を
開
催
。
支
部
会

員
ら
の
交
流
も
行
っ
た
。

▼
石
垣
山
一
夜
城

　

１
５
９
０
年
、
豊
臣
秀
吉

が
小
田
原
征
伐
で
築
い
た
城

で
、
小
田
原
城
南
西
側
の
山

の
上
に
位
置
す
る
。
実
際
は

80
日
か
か
っ
た
と
さ
れ
る
工

事
を
隠
し
完
成
後
に
一
気
に

出
現
。
敵
に
圧
力
を
与
え
た

こ
と
か
ら
一
夜
城
と
呼
ば
れ

て
い
る
。

　

小
田
原
石
垣
山
一
夜
城
の

支
部
ハ
イ
キ
ン
グ
、
参
加
の

皆
様
と
と
も
に
、
和
や
か
に

無
事
過
ご
す
こ
と
が
で
き
本

当
に
良
か
っ
た
で
す
。

　

前
日
の
夜
は
雨
と
強
風

で
、
空
と
桜
の
具
合
が
心
配

で
し
た
が
、
当
日
は
晴
れ
間

も
で
て
気
温
も
25
度
と
い
う

春
の
ハ
イ
キ
ン
グ
日
和
と
な

り
ま
し
た
。
桜
も
、
満
開
か

ら
の
散
り
始
め
の
見
頃
の
桜

と
な
り
、
山
を
下
る
コ
ー
ス

で
は
、
花
び
ら
の
じ
ゅ
う
た

ん
が
文
字
通
り
花
を
添
え
て

く
れ
ま
し
た
。

　

小
田
原
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協

会
の
石
垣
山
一
夜
城
ガ
イ
ド

つ
き
散
策
70
分
は
、
あ
っ
と

い
う
間
の
実
り
あ
る
時
間
と

な
り
ま
し
た
。

　

小
田
原
ち
ょ
う
ち
ん
灯
台

の
海
、
回
遊
バ
ス
う
め
ま
る

号
か
ら
み
た
桜
の
ト
ン
ネ

ル
、
ミ
ナ
カ
小
田
原
の
屋
上

庭
園
で
の
一
夜
城
確
認
と
足

湯
体
験
も
よ
い
思
い
出
と
な

り
ま
し
た
。

　

自
分
的
に
は
、
昼
弁
に
選

ん
だ
名
物
駅
弁
鯛
め
し
の
、

予
想
外
に
た
っ
ぷ
り
の
鯛
お

ぼ
ろ
が
美
味
し
か
っ
た
し
、

懇
親
会
で
の
小
田
原
定
番
ア

ジ
フ
ラ
イ
、
刺
身
、
梅
シ
ラ

ス
お
に
ぎ
り
も
う
ま
か
っ
た

で
す
。

　

北
条
氏
政
の
墓
所
で
、
自

刃
の
石
板
を
見
学
し
ま
し
た

が
、
氏
政
の
亡
霊
か
ら
「
小

田
原
を
楽
し
ん
で
く
れ
て
良

か
っ
た
」
と
言
わ
れ
た
気
が

し
ま
し
た
。

小田原攻め
見下ろす圧巻の石垣見下ろす圧巻の石垣

歳
ま
で
の
医
療
費
無
償
化
が
実

現
す
る
見
込
み
と
な
っ
た
。

　

相
模
原
市
の
対
応
が
神
奈
川

県
下
で
最
も
遅
く
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
相
模
原
支
部
で
は
早
期

実
現
の
要
請
を
書
面
に
て
送

付
。
要
望
書
で
は
、
県
内
全
市

町
村
で
小
児
医
療
費
の
無
償
化

が
達
成
さ
れ
た
点
は
評
価
す
る

一
方
、
よ
り
早
期
の
実
現
を
本

村
市
長
に
求
め
て
い
る
。

　

回
答
は
２
０
２
５
年
12
月
10

日
に
電
話
に
て
子
育
て
給
付
課

佐
々
木
氏
か
ら
支
部
担
当
事
務

員
が
受
け
た
。そ
れ
に
よ
る
と
、

▼
現
状
、
市
長
自
体
も
記
者
会

見
で
導
入
を
早
め
た
い
意
向
が

示
さ
れ
て
い
る
。
▼
ま
た
小
児

医
療
費
助
成
制
度
の
一
部
負
担

金
の
撤
廃
に
つ
い
て
は
シ
ス
テ

ム
改
修
が
必
要
な
た
め
、
シ
ス

テ
ム
開
発
業
者
と
調
整
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
▼
た
だ
、

市
の
代
表
質
問
で
も
あ
っ
た
通

り
、
国
の
Ｄ
Ｘ
推
進
の
影
響
で

シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
不
足

が
顕
著
で
、
思
う
よ
う
に
進
ま

な
い
状
況
で
あ
る
。
▼
県
基
準

の
引
き
上
げ
や
国
の
制
度
と
し

て
の
実
現
要
望
に
つ
い
て
も
、

こ
れ
ま
で
も
行
っ
て
き
て
お

り
、
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
る

－

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

保
険
料
を
支
払
っ
た
後
に
一

部
負
担
金
が
生
じ
る
点
や
、
収

入
の
多
寡
で
負
担
が
変
わ
る
点

な
ど
の
不
合
理
に
対
す
る
一
定

の
改
善
と
な
っ
た
。

石
垣
山
一
夜
城

ハ
イ
キ
ン
グ
参
加
記

相
模
原
市
中
央
区　

小
沼　

博

城跡ハイキング城跡ハイキング 第 ９ 弾

ラインワークスの登録方法

ラインワークスの登録方法を
教えてください。

右記の二次元コード
をスキャンして、
ご登録ください。

　

小
児
医
療
費
助
成
に
つ
い
て

は
県
内
各
市
町
村
で
拡
充
が
進

み
、
２
０
２
５
年
ま
で
に
横
浜

市
、
川
崎
市
、
相
模
原
市
を
除

い
て
ワ
ン
コ
イ
ン
等
の
一
部
負

担
金
の
有
無
を
含
め
、
18
歳
ま

で
完
全
無
償
化
を
達
成
し
て
い

た
。
昨
年
12
月
に
は
山
中
横
浜

市
長
が
そ
れ
ま
で
中
学
校
３
年

ま
で
で
あ
っ
た
対
象
を
２
０
２

６
年
度
中
に
18
歳
ま
で
に
拡
大

す
る
方
針
を
示
し
た
ほ
か
、
福

田
川
崎
市
長
も
、
２
０
２
６
年

度
中
の
18
歳
ま
で
の
対
象
拡

大
、
通
院
時
の
一
部
負
担
金
を

撤
廃
す
る
と
表
明
し
て
い
た
。

こ
れ
に
対
し
、
本
村
相
模
原
市

長
も
２
０
２
７
年
４
月
か
ら
所

得
制
限
と
一
部
負
担
金
を
撤
廃

す
る
方
針
を
示
し
、
県
内
で
18

相
模
原
支
部
が
早
期
実
現
を
要
望



人手不足の医療業界、人手不足の医療業界、
現状を打破するための現状を打破するための
採用戦略採用戦略とは？とは？

１
．
支
部
幹
事
会

【
２
０
２
５
年
度
方
針
】

　

支
部
幹
事
会
を
定
期
的
（
年

６
回
）に
開
催
し
、
医
科
・
歯
科

会
員
の
連
携
の
も
と
に
魅
力
あ

る
支
部
活
動
の
展
開
に
努
め
、

支
部
活
動
の
活
性
化
を
図
る
。

【
２
０
２
５
年
度
活
動
報
告
】

　

原
則
、第
二
金
曜
日
（
隔
月
）

を
定
例
日
と
し
て
、
７
月
、
９

月
、
11
月
、
１
月
、
３
月
、
５

月
に
幹
事
会
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用
で

開
催
。
幹
事
会
で
は
主
に
、
医

療
情
勢
の
検
討
・
分
析
、
支
部

研
究
会
の
開
催
、
ハ
イ
キ
ン
グ

の
企
画
、
会
員
増
加
、
評
議
員

の
補
充
等
を
議
論
し
た
。

　

ま
た
支
部
幹
事
や
評
議
員
、

支
部
会
員
と
の
交
流
活
発
化
等

を
目
的
に
、
ラ
イ
ン
ワ
ー
ク
ス

を
活
用
し
た
情
報
提
供
・
意
見

交
換
の
場
の
拡
大
に
取
り
組
ん

だ
。
支
部
幹
事
間
に
お
け
る
情

報
交
換
・
日
常
交
流
を
は
じ
め
、

評
議
員
や
支
部
会
員
に
向
け
て

は
、
日
頃
の
支
部
活
動
に
つ
い

て
随
時
報
告
。
小
児
医
療
費
助

成
に
関
す
る
要
望
書
の
提
出
に

関
し
て
報
告
し
た
際
に
は
、
後

日
、
小
児
医
療
費
助
成
に
関
し

て
数
多
く
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ

た
。
上
記
の
支
部
会
員
と
の
双

方
向
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

効
果
な
ど
に
つ
い
て
、
拡
大
財

政
部
会
で
報
告
し
た
。

【
成
果
と
教
訓
】

　

医
療
情
勢
や
会
員
の
動
向
な

ど
の
状
況
か
ら
、
支
部
と
し
て

取
り
組
む
べ
き
課
題
に
つ
い
て

意
見
交
換
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
ラ
イ
ン
ワ
ー
ク
ス
の
普
及

な
ど
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に

１
．
支
部
幹
事
会

　

支
部
幹
事
会
を
定
期
的
（
年

６
回
）に
開
催
し
、
医
科
・
歯
科

会
員
の
連
携
の
も
と
に
魅
力
あ

る
支
部
活
動
の
展
開
に
努
め
、

支
部
活
動
の
活
性
化
を
図
る
。

２
．
支
部
研
究
会

　

支
部
会
員
の
ニ
ー
ズ
・
動
向

を
把
握
し
時
勢
に
合
っ
た
研
究

会
を
開
催
す
る
。
医
科
・
歯
科

連
携
に
重
点
を
置
い
た
研
究

会
、
経
営
・
税
務
に
関
す
る
学

習
会
、
従
業
員
向
け
の
講
座
な

ど
、
会
員
に
有
益
な
講
習
会
等

を
企
画
・
開
催
し
て
い
く
。

３
．
支
部
ニ
ュ
ー
ス

　

支
部
独
自
の
運
動
や
研
究
会

企
画
等
を
中
心
に
、
年
１
回
の

２
０
２
５
年
度
活
動
報
告（
案
）
つ
い
て
、
進
捗
状
況
、
効
果
な

ど
に
つ
い
て
検
討
で
き
た
。
引

き
続
き
会
員
を
代
表
し
た
支
部

幹
事
の
問
題
意
識
の
具
体
化
を

進
め
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

２
．
支
部
研
究
会

【
２
０
２
５
年
度
方
針
】

　

支
部
会
員
の
ニ
ー
ズ
・
動
向

を
把
握
し
時
勢
に
合
っ
た
研
究

会
を
開
催
す
る
。
医
科
・
歯
科

連
携
に
重
点
を
置
い
た
研
究

会
、
経
営
・
税
務
に
関
す
る
学

習
会
、
従
業
員
向
け
の
講
座
な

ど
、
会
員
に
有
益
な
講
習
会
等

を
企
画
・
開
催
し
て
い
く
。

【
２
０
２
５
年
度
活
動
報
告
】

　

２
０
２
５
年
度
は
、「
２
０

２
６
年　

医
療
業
界
の
採
用
最

前
線
―
人
材
不
足
時
代
の
採

用
・
定
着
・
組
織
づ
く
り
―
」

を
テ
ー
マ
に
、
２
０
２
６
年
３

月
26
日
に
支
部
研
究
会
を
開

催
。
講
師
は
、
株
式
会
社
Ｄ
ｅ

ｎ
ｔ
ａ
ｌ 

Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ
の
野

﨑
卓
朗
氏
が
務
め
、
14
名
が
参

加
し
た
。
当
日
は
、求
人
環
境
、

求
人
手
法
、
採
用
成
功
事
例
、

ト
ラ
ブ
ル
事
例
、
応
募
後
の
ポ

イ
ン
ト
等
に
加
え
、
Ｚ
世
代
の

採
用
戦
略
、
離
職
率
を
下
げ
る

仕
組
み
な
ど
に
触
れ
、
会
員
の

求
人
に
対
す
る
知
識
の
更
新

と
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
授
し
た
。

　

求
人
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演

会
に
つ
い
て
は
、
ラ
イ
ン
ワ
ー

ク
ス
上
で
の
意
見
交
換
か
ら
テ

ー
マ
の
着
想
を
得
た
。
協
会
の

他
部
署
で
開
催
し
た
際
の
講
師

に
依
頼
を
行
お
う
と
し
た
が
実

現
せ
ず
、
ラ
イ
ン
ワ
ー
ク
ス
を

活
用
し
て
改
め
て
支
部
幹
事
に

知
り
合
い
の
業
者
の
紹
介
を
依

頼
、
実
現
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

【
成
果
と
教
訓
】

　

人
手
不
足
が
顕
著
と
な
り
、

会
員
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
な
か
、

求
人
を
テ
ー
マ
に
粘
り
強
く
開

催
を
模
索
し
、
支
部
研
究
会
を

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
引

き
続
き
ラ
イ
ン
ワ
ー
ク
ス
な
ど

も
活
用
し
な
が
ら
、
支
部
幹
事

会
で
の
確
認
を
踏
ま
え
、
開
催

を
実
現
す
る
。

３
．
支
部
ニ
ュ
ー
ス

【
２
０
２
５
年
度
方
針
】

　

支
部
独
自
の
運
動
や
研
究
会

企
画
等
を
中
心
に
、
年
１
回
の

発
行
に
努
め
る
。

【
２
０
２
５
年
度
活
動
報
告
】

　

支
部
総
会
の
案
内
や
２
０
２

５
年
度
活
動
報
告
、
２
０
２
６

年
度
活
動
方
針
（
案
）、
相
模

原
支
部
研
究
会
、
小
田
原
石
垣

山
一
夜
城
跡
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど

を
掲
載
し
た
。
相
模
原
支
部
な

ら
で
は
の
特
集
に
つ
い
て
も
、

支
部
幹
事
会
で
検
討
し
た
。

【
成
果
と
教
訓
】

　

活
動
方
針
の
通
り
、
支
部
ニ

ュ
ー
ス
の
発
行
を
実
現
。
さ
ら

な
る
紙
面
の
充
実
の
た
め
、
支

部
幹
事
会
に
お
い
て
相
模
原
支

部
な
ら
で
は
の
企
画
の
検
討
に

努
め
た
。
支
部
幹
事
を
皮
切
り

に
、
支
部
会
員
の
興
味
を
引
く

記
事
の
掲
載
が
重
要
で
あ
る
と

の
認
識
を
共
有
し
た
。

４
．
医
療
運
動

【
２
０
２
５
年
度
方
針
】

　

小
児
医
療
費
助
成
の
運
動
、

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
助
成
制

度
の
さ
ら
な
る
拡
大
に
向
け
た

運
動
に
取
り
組
む
。
ま
た
「
加

齢
性
難
聴
」
に
対
す
る
補
聴
器

購
入
費
補
助
制
度
の
拡
充
等
を

求
め
、
相
模
原
市
社
会
保
障
推

進
協
議
会
等
と
連
携
し
な
が
ら

運
動
を
進
め
て
い
く
。

【
２
０
２
５
年
度
活
動
報
告
】

　

小
児
医
療
費
助
成
の
運
動
に

つ
い
て
は
、
相
模
原
市
社
会
保

障
推
進
協
議
会
と
連
携
し
な
が

ら
改
善
運
動
に
努
め
た
。
相
模

原
市
は
２
０
２
７
年
４
月
よ
り

18
歳
ま
で
無
償
と
す
る
方
針
を

示
し
た
が
、
神
奈
川
県
の
他
の

政
令
指
定
都
市
と
比
較
し
て
導

入
予
定
時
期
で
後
れ
を
取
っ
て

い
る
面
も
あ
る
た
め
、
相
模
原

支
部
と
し
て
早
期
実
現
を
求
め

る
要
望
書
を
市
当
局
に
提
出
。

子
育
て
給
付
課
よ
り
、「
市
長

自
体
も
記
者
会
見
で
導
入
早
め

た
い
意
向
示
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
、
シ
ス
テ
ム
改
修
が
必
要
な

た
め
ベ
ン
ダ
ー
と
調
整
中
だ

が
、
国
の
Ｄ
Ｘ
推
進
の
影
響
で

Ｓ
Ｅ
不
足
が
顕
著
、
思
う
よ
う

に
進
ま
な
い
状
況
。
県
や
国
へ

の
要
望
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま

で
通
り
、
続
け
て
い
き
た
い
」

と
の
回
答
を
受
け
た
。

　
「
加
齢
性
難
聴
」
に
対
す
る

補
聴
器
購
入
費
補
助
制
度
に
つ

い
て
は
、
２
０
２
４
年
４
月
１

日
よ
り
政
令
指
定
都
市
で
は
初

め
て
制
度
化
さ
れ
た
も
の
の
、

補
助
金
額
は
最
大
２
万
円
と
な

っ
て
い
る
。
東
京
都
等
に
比
べ

低
額
で
あ
り
、
補
聴
器
の
購
入

価
格
に
見
合
う
助
成
額
で
な
い

こ
と
か
ら
、
相
模
原
市
社
会
保

障
推
進
協
議
会
と
し
て
要
望
書

を
提
出
し
た
。

　

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
助
成

制
度
に
つ
い
て
は
、
令
和
７
年

度
４
月
１
日
よ
り
高
齢
者
の
ワ

ク
チ
ン
定
期
接
種
化
が
さ
れ
た

が
、
助
成
制
度
の
さ
ら
な
る
拡

大
に
つ
い
て
現
状
の
理
解
を
進

め
る
た
め
、
総
会
記
念
講
演
で

の
学
習
も
含
め
て
検
討
し
た
。

【
成
果
と
教
訓
】

　

継
続
的
な
運
動
が
小
児
医
療

費
助
成
の
拡
充
に
つ
な
が
っ

た
。
あ
き
ら
め
ず
に
継
続
す
る

こ
と
が
重
要
と
の
教
訓
を
得

た
。
一
方
で
小
児
医
療
費
助
成

に
対
す
る
医
療
者
の
考
え
方
や

患
者
の
理
解
な
ど
課
題
も
見
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
制
度
の
安
定

的
な
定
着
に
向
け
た
取
り
組
み

に
つ
い
て
検
討
が
必
要
と
思
わ

れ
る
。
ま
た
、
補
聴
器
購
入
費

補
助
制
度
の
助
成
額
の
引
き
下

げ
の
実
現
状
況
を
注
視
し
て
い

く
。
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
助

成
制
度
に
つ
い
て
は
、
現
行
の

制
度
内
容
を
精
査
し
、
必
要
に

応
じ
て
運
動
に
取
り
組
む
。

５
． 

会
員
の
福
利
厚
生
に
役
立

つ
活
動

【
２
０
２
５
年
度
方
針
】

　

会
員
お
よ
び
家
族
・
従
業
員

が
参
加
で
き
る
行
事
を
計
画
・

立
案
し
会
員
相
互
の
親
睦
を
深

め
る
。

【
２
０
２
５
年
度
活
動
報
告
】

　

恒
例
の
城
跡
巡
り
は
今
年
度

「
小
田
原
石
垣
山
一
夜
城
跡
ハ

イ
キ
ン
グ
」
を
行
っ
た
。
４
月

５
日
、
支
部
会
員
や
そ
の
家
族

等
17
名
が
参
加
。
ガ
イ
ド
は
小

沼
副
支
部
長
が
務
め
た
。
当
日

は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、「
史
跡

石
垣
山
」
石
碑
前
で
集
合
写
真

を
撮
影
。
そ
の
後
、
西
曲
輪
跡

な
ど
を
見
学
し
昼
食
休
憩
。
昼

食
後
は
桜
と
海
・
み
か
ん
畑
の

下
り
坂
の
ハ
イ
キ
ン
グ
し
、
小

田
原
ち
ょ
う
ち
ん
灯
台
を
経
由

し
て
小
田
原
駅
に
て
解
散
し

た
。
特
に
、
桜
と
海
・
み
か
ん

畑
の
下
り
坂
で
は
圧
巻
の
景
色

に
感
嘆
の
声
が
聞
か
れ
た
。

　

終
了
後
に
は
、
小
田
原
産
朝

ど
れ
地
魚
が
売
り
の
湘
南
大
衆

横
丁
で
懇
親
会
を
開
催
し
、
ハ

イ
キ
ン
グ
で
の
〝
心
地
よ
い
疲

れ
〞
を
癒
し
た
。

【
成
果
と
教
訓
】

　

相
模
原
支
部
会
員
を
中
心
と

し
た
参
加
者
相
互
の
懇
親
が
は

か
れ
た
こ
と
で
、
協
会
へ
の
所

属
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
で
き

た
。
城
跡
巡
り
を
継
続
し
て
い

く
こ
と
と
と
も
に
、
今
後
の
新

た
な
テ
ー
マ
検
討
も
重
要
で
あ

る
。

６
． 

医
師
会
・
歯
科
医
師
会
と

の
連
携

【
２
０
２
５
年
度
方
針
】

　

医
師
会
・
歯
科
医
師
会
と
の

連
携
を
保
つ
。
三
師
会
賀
詞
交

歓
会
に
支
部
幹
事
が
出
席
す
る

と
と
も
に
、
当
会
支
部
総
会
に

も
出
席
い
た
だ
け
る
よ
う
要
請

を
行
う
。

【
２
０
２
５
年
度
活
動
報
告
】

　

三
師
会
賀
詞
交
歓
会
に
は
八

木
支
部
長
が
参
加
。
協
会
支
部

総
会
の
会
場
も
７
年
ぶ
り
に
ホ

テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
相
模
大
野

と
し
、出
席
を
求
め
て
医
師
会
・

歯
科
医
師
会
に
ご
案
内
を
行
っ

た
。

【
成
果
と
教
訓
】

７
． 

会
員
増
加
、
支
部
幹
事
等

の
発
掘

【
２
０
２
５
年
度
方
針
】

　

紹
介
・
訪
問
活
動
を
中
心
に

会
員
増
加
の
推
進
に
積
極
的
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
新
た
な

支
部
幹
事
の
発
掘
に
努
め
る
。

評
議
員
の
充
足
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
特
に
緑
区
・
医
科
を

中
心
に
発
掘
に
努
め
る
。

【
２
０
２
５
年
度
活
動
報
告
】

　

会
員
増
加
に
向
け
た
訪
問
活

動
で
は
、
診
療
報
酬
改
定
を
前

に
署
名
の
収
集
も
併
せ
て
実

施
。
既
入
会
会
員
も
含
め
た
活

動
を
展
開
し
た
。
診
療
報
酬
増

の
姿
勢
を
示
す
こ
と
で
、
会
員

の
帰
属
意
識
を
強
化
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
２
０
２
５
年
度
は

入
会
17
名
（
医
科
13
名
、
歯
科

４
名
）、退
会
22
名（
医
科
13
名
、

歯
科
９
名
）
で
あ
っ
た
。
会
員

を
増
や
す
取
り
組
み
で
は
、
２

０
２
６
年
３
月
よ
り
未
入
会
者

の
講
演
会
へ
の
参
加
体
験
や
、

支
部
役
員
訪
問
活
動
な
ど
新
た

な
取
り
組
み
を
展
開
し
た
。

　

評
議
員
は
、
緑
区
の
西
脇
徹

先
生
が
着
任
し
、
充
足
し
た
。

【
成
果
と
教
訓
】

　

診
療
報
酬
改
定
の
署
名
収
集

で
は
、
協
会
の
報
酬
増
へ
の
明

確
な
姿
勢
を
示
す
こ
と
で
、
会

員
の
帰
属
意
識
を
強
化
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
ま
た
支
部
幹
事

の
未
入
会
者
訪
問
活
動
を
検
討

し
た
こ
と
に
よ
り
、
会
員
増
加

対
策
に
お
け
る
意
識
の
向
上
を

図
る
こ
と
が
で
き
た
。

発
行
に
努
め
る
。

４
．
医
療
運
動

　

小
児
医
療
費
助
成
の
運
動
、

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
助
成
制

度
の
さ
ら
な
る
拡
大
に
向
け
た

運
動
に
取
り
組
む
。
ま
た
「
加

齢
性
難
聴
」
に
対
す
る
補
聴
器

購
入
費
補
助
制
度
の
拡
充
等
を

求
め
、
相
模
原
市
社
会
保
障
推

進
協
議
会
等
と
連
携
し
な
が
ら

運
動
を
進
め
て
い
く
。

５
． 

会
員
の
福
利
厚
生
に
役
立

つ
活
動

　

会
員
お
よ
び
家
族
・
従
業
員

が
参
加
で
き
る
行
事
を
計
画
・

立
案
し
会
員
相
互
の
親
睦
を
深

め
る
。

６
． 

医
師
会
・
歯
科
医
師
会
と

の
連
携

　

医
師
会
・
歯
科
医
師
会
と
の

連
携
を
保
つ
。
三
師
会
賀
詞
交

歓
会
に
支
部
幹
事
が
出
席
す
る

と
と
も
に
、支
部
総
会
に
も
出
席

い
た
だ
け
る
よ
う
要
請
を
行
う
。

７
． 

会
員
増
加
、
支
部
幹
事
等

の
発
掘
、
会
員
へ
の
情
報

提
供
等
の
強
化
・
推
進

　

紹
介
・
訪
問
活
動
を
中
心
に

会
員
増
加
の
推
進
に
積
極
的
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
新
た
な

支
部
幹
事
の
発
掘
に
努
め
る
。　

ま
た
、
ラ
イ
ン
ワ
ー
ク
ス
を
活

用
し
、
支
部
会
員
と
の
交
流
を

活
性
化
す
る
と
と
も
に
、
有
益

な
情
報
等
を
提
供
に
努
め
る
。

を
テ
ー
マ
に
支
部
研
究
会
を
開

催
。
講
師
は
、
株
式
会
社
Ｄ
ｅ

ｎ
ｔ
ａ
ｌ 

Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ
の
野

﨑
卓
朗
氏
が
講
演
し
、
会
場
の

ユ
ニ
コ
ム
プ
ラ
ザ
さ
が
み
は
ら

と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用
で
、
14
名
が
参

加
し
た
。

　

氏
に
よ
る
と
、
現
在
は
「
売

り
手
市
場
」
で
あ
り
、
歯
科
の

場
合
、
求
職
者
の
９
割
が
複
数

の
求
人
に
応
募
し
、
働
き
た
い

職
場
を
ジ
ャ
ッ
ジ
す
る
状
況
に

あ
る
。
そ
の
た
め
、「
自
院
の

強
み
」
を
言
語
化
で
き
る
よ
う

に
し
、そ
の
魅
力
を
「
チ
ー
ム
」

（
ス
タ
ッ
フ
全
員
）
で
候
補
者

に
伝
え
る
努
力
が
重
要
と
い

う
。
例
え
と
し
て
、
ス
タ
ッ
フ

が
団
結
し
て
、
求
職
者
の
施
設

見
学
や
体
験
を
受
け
入
れ
、
医

院
の
普
段
の
様
子
や
仕
事
内
容

を
伝
え
る
な
ど
を
挙
げ
た
。

　

ま
た
、
現
在
は
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
を

利
用
し
た
採
用
活
動
が
一
般
的

の
た
め
、
求
人
媒
体
の
種
類
や

特
性
を
熟
知
し
た
採
用
代
行
会

社
に
頼
る
こ
と
も
重
要
な
採
用

戦
略
だ
と
い
う
。
氏
は
、
代
行

会
社
の
見
極
め
方
に
つ
い
て
も

解
説
し
、
医
院
の
様
子
が
魅
力

的
に
伝
わ
る
工
夫
（
魅
力
的
に

感
じ
る
医
療
機
関
や
ス
タ
ッ
フ

の
画
像
を
使
用
す
る
等
）
を
担

っ
て
く
れ
る
等
、
効
果
的
な
業

者
選
定
が
重
要
と
し
た
。

　

更
に
、
採
用
後
の
ミ
ス
マ
ッ

チ
の
防
止
に
つ
い
て
も
触
れ
、

入
社
後
の
リ
ス
ク
因
子
と
な
る

求
職
者
を
選
定
す
る
た
め
に

は
、
適
性
検
査
の
活
用
が
有
効

で
あ
る
と
し
た
。

　

ま
た
、
質
疑
応
答
で
は
、
参

加
者
か
ら
の
切
実
な
悩
み
に
も

回
答
し
た
。
以
下
に
抜
粋
し
て

掲
載
す
る
。

〈
求
職
者
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

に
つ
い
て
〉

参
加
者
Ａ
：
最
近
、
面
接
時
に

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
既
往
歴
を

隠
し
て
応
募
し
て
く
る
ケ
ー
ス

に
悩
ん
で
い
ま
す
。
入
職
後
に

判
明
す
る
こ
と
も
多
い
の
で
す

が
、
面
接
だ
け
で
見
極
め
る
良

い
方
法
は
あ
り
ま
す
か
？

講
師
（
野
崎
氏
）：
非
常
に
多

く
聞
く
悩
み
で
す
。
面
接
の
短

い
時
間
で
深
く
踏
み
込
む
の
は

難
し
い
で
す
が
、「
適
性
検
査

（
診
断
）
ツ
ー
ル
」
の
活
用
が

有
効
で
す
（（
株
）
Ｄ
ｅ
ｎ
ｔ

ａ
ｌ 

Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ
で
も
用
意

あ
り
）。
性
格
診
断
と
は
異
な

り
、
ス
ト
レ
ス
耐
性
や
過
去
の

傾
向
等
を
数
値
化
で
き
る
も
の

が
あ
り
、
客
観
的
な
デ
ー
タ
と

し
て
リ
ス
ク
を
感
知
し
や
す
く

な
り
ま
す
。

講
師
：
弊
社
が
推
奨
し
て
い
る

の
は
「
体
験
入
社
」
で
す
。
実

際
の
働
き
ぶ
り
や
、
他
の
ス
タ

ッ
フ
と
の
関
わ
り
を
見
る
こ
と

で
、
書
類
や
面
接
で
は
見
え
な

い「
解
像
度
」を
上
げ
、
ミ
ス
マ

ッ
チ
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〈
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
民
間
求
人

サ
イ
ト
の
違
い
に
つ
い
て
〉

参
加
者
Ｂ
：
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
も

最
近
は
ウ
ェ
ブ
機
能
が
強
化
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
民
間
の
求
人

サ
イ
ト
や
代
行
会
社
と
の
違
い

は
何
で
し
ょ
う
か
？

講
師
：
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
も
一
定

の
利
用
者
は
い
ま
す
が
、
広
告

費
を
か
け
て
上
位
表
示
さ
れ
る

民
間
サ
イ
ト
の
方
が
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
手
軽
に
探
す
層
の

目
に
留
ま
り
や
す
い
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る

年
齢
層
や
職
種
が
、
ど
の
「
プ

ー
ル
（
媒
体
）」
に
多
く
存
在

す
る
か
を
見
極
め
る
こ
と
が
重

要
で
す
。

２
０
２
６
年
度
活
動
方
針（
案
）

　

相
模
原
支
部
は
３
月
26
日
、

「
２
０
２
６
年
医
療
業
界
の
採

用
最
前
線
―
人
材
不
足
時
代
の

採
用
・
定
着
・
組
織
づ
く
り
―
」

相模原支部研究会
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第34回 在宅医療・介護セミナー第34回 在宅医療・介護セミナー

地域BCPのススメ地域BCPのススメ
—スタッフ、 患者、 そして住民の—スタッフ、 患者、 そして住民の

いのちと暮らしを守るために—いのちと暮らしを守るために—

　申込方法　申込方法　プログラム　プログラム

18：30～　開会挨拶＆講師紹介18：30～　開会挨拶＆講師紹介 

　 　 当会地域医療対策部部長、オカダ外科医院院長   当会地域医療対策部部長、オカダ外科医院院長   岡田 孝弘氏岡田 孝弘氏

18：35～　講演（60分）

講師：慶応義塾大学医学部 衛生学公衆衛生学教室 講師慶応義塾大学医学部 衛生学公衆衛生学教室 講師

　　　一般社団法人 コミュニティヘルス研究機構　　　一般社団法人 コミュニティヘルス研究機構

　　　機構長・理事長　　　機構長・理事長 山岸 暁美氏山岸 暁美氏

19：35～　質疑応答19：35～　質疑応答
20：00　　閉会20：00　　閉会
※ 十分な質疑応答の時間を設け、現場が抱える個別の疑問を解消すること※ 十分な質疑応答の時間を設け、現場が抱える個別の疑問を解消すること

で、実効性あるBCP策定を後押しします。で、実効性あるBCP策定を後押しします。

　本研修は、 災害時や感染症拡大時においても医療 ・ ケア提供を途切れさせな　本研修は、 災害時や感染症拡大時においても医療 ・ ケア提供を途切れさせな

いため、 実効性あるBCPの理解を高めることを目的とします。 平時からの多いため、 実効性あるBCPの理解を高めることを目的とします。 平時からの多

機関連携、 役割分担、 情報共有のあり方を確認した上で、 サージキャパシティ機関連携、 役割分担、 情報共有のあり方を確認した上で、 サージキャパシティ

への対応を含め、有事でも持続可能な医療・ケア提供体制の構築を目指します。への対応を含め、有事でも持続可能な医療・ケア提供体制の構築を目指します。  

※2026年度診療報酬改定で、 在宅療養支援病院 ・ 診療所、 および機能強化※2026年度診療報酬改定で、 在宅療養支援病院 ・ 診療所、 および機能強化

加算を算定する医療機関に対し、 災害 ・ 感染症発生時における業務継続計画加算を算定する医療機関に対し、 災害 ・ 感染症発生時における業務継続計画

（BCP） の策定が施設基準として義務化されます。 【経過措置2027年5月末】（BCP） の策定が施設基準として義務化されます。 【経過措置2027年5月末】

参加対象参加対象　医師・歯科医師、医療・介護福祉職等

定　　員定　　員　1,000名（現地定員50名）1,000名（現地定員50名）

お問合せお問合せ　地域医療対策部 地域医療対策部  ℡℡ 045‐313‐2111045‐313‐2111

＊ 日医生涯教育講座CC＊ 日医生涯教育講座CC14「災害医療」14「災害医療」（1単位）（1単位）

  【医籍番号の入力について（6面左下≪重要≫参照）】  【医籍番号の入力について（6面左下≪重要≫参照）】

【WEB参加】右のQRコードまたは以下のURLから

　　　　　　事前登録をお願いします。

https://x.gd/u0rNa
※ 協会ホームページのイベントカレンダーからもご登※ 協会ホームページのイベントカレンダーからもご登

録いただけます。録いただけます。

【現地参加】お電話にてお申込みください。

5.30（土）

協会会議室とWEBのハイブリッド開催

18：30～20：00

参加費
無料

現地・WEB
同時開催

【主催】神奈川県保険医協会【後援】神奈川県、横浜市医療局、川崎市、相模原市、横須賀市、平塚市、鎌倉市、藤沢市、小田原市、茅ヶ崎市、逗子市、

三浦市、秦野市、厚木市、大和市、伊勢原市、海老名市、座間市、南足柄市、綾瀬市、寒川町、大磯町、二宮町、中井町、大井町、松田町、山北町、開成町、

箱根町、湯河原町、愛川町、清川村、公益社団法人神奈川県医師会、公益社団法人神奈川県薬剤師会、一般社団法人横浜市医師会、公益社団法人川崎市医

師会、一般社団法人横須賀市医師会、一般社団法人横浜市歯科医師会、公益社団法人神奈川県病院協会、一般社団法人神奈川県精神科病院協会、公益社団

法人神奈川県看護協会、一般社団法人日本精神科看護協会神奈川県支部、一般社団法人神奈川県訪問看護ステーション協議会、公益社団法人神奈川県病院

薬剤師会、一般社団法人横浜市薬剤師会、公益社団法人神奈川県理学療法士会、一般社団法人神奈川県作業療法士会、神奈川県言語聴覚士会、一般社団法

人神奈川県臨床検査技師会、公益社団法人神奈川県臨床工学技士会、公益社団法人神奈川県放射線技師会、公益社団法人神奈川県栄養士会、公益社団法人

神奈川県社会福祉士会、一般社団法人神奈川県医療ソーシャルワーカー協会、公益財団法人神奈川県予防医学協会、公益財団法人かながわ健康財団、日本

赤十字社神奈川県支部、神奈川県公衆衛生協会、神奈川県国民健康保険団体連合会、社会福祉法人神奈川県社会福祉協議会、社会福祉法人横浜市社会福祉

協議会、社会福祉法人川崎市社会福祉協議会、公益社団法人神奈川県介護福祉士会、一般社団法人神奈川県高齢者福祉施設協議会、神奈川県認知症高齢者

グループホーム協議会、一般社団法人神奈川県介護支援専門員協会、一般社団法人横浜市介護支援専門員協議会、社会福祉法人横浜市福祉サービス協会、

川崎市福祉サービス協議会、公益社団法人認知症の人と家族の会神奈川県支部、一般社団法人神奈川県知的障害施設団体連合会、NPO法人フュージョンコ

ムかながわ・県肢体不自由児協会（4月20日現在、順不同・敬称略）

名義後援名義後援
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